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みんな笑顔になぁれ♪
今年1年、笑顔で健康に過ごせますように☆



町民憲章

力をあわせ　美しいまち　住みよいまちをつくりましょう
郷土に誇りをもち　文化の向上をめざすまちをつくりましょう
健全な心とからだをつくり　明るいまちをつくりましょう
しごとによろこびをもち　活気あふれるまちをつくりましょう
お互いに尊重しあい　あたたかいまちをつくりましょう

水仙 いちいがし

町章 町の花

資料 : 住民基本台帳

平成 23年 12 月 1日現在人の動き

人口 3 2 , 7 4 9 人 （前月比 － 7 人 ）

男 1 5 , 7 1 0 人 （前月比 － 3 人 ）

女 1 7 , 0 3 9 人 （前月比 － 4 人 ）

世帯数 1 1 , 8 5 9 世帯（前月比 ＋ 5 世帯 ）

あのころの田原本 昭和42年

第 1回町民体育大会を開催
知事杯は南校区が獲得

　10 月 10 日、健民運動場で第 1 回町民体育大
会が行われました。各校区の応援団、見物人など
2000 人以上が集まり、町民体育大会にふさわしい
運動場の賑わいでした。
　競技の開始は午前 9時。選手団入場、選手宣誓
に続いて、男子 100m 競争・1000m 競争、女子
50m競争など 18種目の競技が行われました。
　大会は、6校区の対抗で行われ、1位優勝の知事
杯は南校区が、2位の町長杯は田原本Ａ校区、3位
の議長杯は東校区が獲得しました。

町の木

このまちが分かる　　
好きになる

このまちが分かる　　
好きになる
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事業主の皆さん、個人住民税の特別徴収にご理
解とご協力をお願いします

20 5 分早く自宅を出発！決められた場所に駐輪を！
迷惑な放置自転車を無くしましょう
凍結防止の方法を紹介
水道管の凍結にご用心
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議会だより
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田原本消防団出初式
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21 事業者の皆さんへ
事業所ごみの減量・分別を徹底しましょう
大災害時に迅速な情報提供
防災用放送設備を設置

24 平成 24年は古事記編纂 1300 年
「古事記のふるさと田原本」写真展
日本経済の「いま」を教えてください
平成 24年経済センサス活動調査にご協力を

無料相談コーナー25

高齢者実態調査の結果がまとまりました8
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11
月
20
日
、
第
35
回
全
国
育
樹
祭
が
平
城

京
跡
で
開
催
さ
れ
、
皇
太
子
さ
ま
が
ご
臨
席

の
た
め
来
県
さ
れ
ま
し
た
。
皇
太
子
さ
ま
は

国
内
外
の
水
運
の
研
究
を
深
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
11
月
21
日
に
唐
古
・
鍵
考
古

学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
ご
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
召
車
は
、
午
前
9
時
40
分
ご
ろ
青
垣
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
御
着
し
ま
し
た
。
同
セ

ン
タ
ー
の
北
側
の
沿
道
に
は
、
た
く
さ
ん
の

人
が
集
ま
り
、
来
町
さ
れ
る
皇
太
子
さ
ま
を

日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て
歓
迎
し
ま
し
た
。

皇
太
子
さ
ま
は
、
沿
道
の
歓
待
に
笑
顔
で
応

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
玄
関
で
は
、
皇
太
子
さ
ま
を

寺
田
典
弘
町
長
、
松
本
宗
弘
議
長
が
お
出
迎

え
し
ま
し
た
。
唐
古
・
鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
は
文
化
財
保
存
課
・
藤
田
主
幹
が
、

弥
生
時
代
の
住
環
境
や
楼
閣
の
絵
画
土
器
な

ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
皇
太
子
さ
ま
は
、

環
濠
の
役
割
や
遺
跡
の
深
さ
、
復
元
楼
閣
の

高
さ
、
絵
画
土
器
の
用
途
に
つ
い
て
ご
質
問

さ
れ
る
な
ど
約
30
分
か
け
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

内
の
展
示
品
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

皇
太
子
さ
ま
が
来
町

唐
古
・
鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
ご
視
察



大
き
く
変
化
の
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
Ｅ
Ｕ

で
の
債
務
不
履
行
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
我
が

国
の
経
済
面
に
お
い
て
も
円
高
、
株
安
、
デ

フ
レ
状
態
が
続
き
、
産
業
の
空
洞
化
な
ど
雇

用
の
悪
化
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
問
題
な
ど
難

問
が
山
積
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
町
行
財
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

急
進
す
る
少
子
化
、
本
格
的
な
長
寿
社
会
へ

の
対
応
、
教
育
の
充
実
や
防
災
体
制
の
強
化

を
は
じ
め
、
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

の
確
保
、
健
康
づ
く
り
と
福
祉
の
充
実
な
ど
、

多
様
な
住
民
要
望
と
時
代
の
要
請
に
的
確
に

応
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
の
玄
関
口
で
あ
る
近
鉄
田
原
本
駅
の

周
辺
整
備
は
、
駅
前
広
場
を
核
と
し
た
駅
周

辺
再
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
駅
西
側
だ
け
で
は
な
く
東
側
も
含
め

た
、
駅
周
辺
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
総
合
的

に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。
都
市
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
た
地
域
等
へ
の
企
業
誘
致
に
向
け
、

周
辺
の
社
会
資
本
整
備
に
も
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。
京
奈
和
自
動
車
道
の
一
般
道
部

分
が
供
用
開
始
さ
れ
れ
ば
、
産
業
・
交
流
系

の
新
た
な
都
市
機
能
を
形
成
で
き
、
駅
前
周

辺
整
備
さ
れ
た
中
心
市
街
地
を
つ
な
ぐ
交
流

機
能
を
持
っ
た
、
沿
道
利
用
型
の
市
街
地
形

成
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
は
史
跡
公
園
と
し

て
平
成
29
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
新

清
掃
工
場
に
つ
い
て
は
、
御
所
市
、
五
條
市

と
の
広
域
行
政
を
目
指
し
、
早
期
の
稼
働
に

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
健

や
か
な
新
春
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
3
月
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
に

遭
い
ま
し
た
。
奈
良
県
で
も
9
月
に
発
生
し

た
台
風
12
号
に
よ
る
土
砂
災
害
で
多
く
の
方

が
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
哀
悼
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
な
お
避
難
生
活

を
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成
24
年
は
「
古
事
記
」
が
完
成
し
て

1
3
0
0
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
の
た
め
県
で
は
「
日
本
書
紀
」
完
成

よ
り
1
3
0
0
年
と
な
る
平
成
32
年
ま
で
の

9
年
間
を
「
記
紀
・
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
位
置
づ
け
「
本
物
の
古
代
と
出
会
い
、
本

物
を
楽
し
め
る
奈
良
」
の
実
現
に
取
り
組
ま

れ
ま
す
。
本
町
は
古
事
記
編
纂
者
で
あ
る
太

安
万
侶
の
生
誕
地
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ゆ
か

り
の
多
神
社
な
ど
魅
力
的
な
歴
史
素
材
も
豊

富
に
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
、県
・

関
係
他
市
町
村
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

「
古
事
記
の
ふ
る
さ
と
田
原
本
」
を
実
感
で

き
る
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
毎
年
首
相
が
交
代
し
、
尖

閣
諸
島
、
北
方
四
島
、
竹
島
の
主
権
侵
害
が

公
然
と
行
わ
れ
る
中
、
平
成
24
年
は
米
国
、

露
国
、
中
国
、
韓
国
、
北
朝
な
ど
世
界
で
大

統
領
選
挙
、
政
権
移
行
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
日
本
を
取
り
巻
く
世
界
の
政
治
状
況
は

明日を担う子ども達に負担を先送り明日を担う子ども達に負担を先送り
することなく、地域の様々な課題をすることなく、地域の様々な課題を
自主的・主体的に解決し、魅力ある自主的・主体的に解決し、魅力ある
「まちづくり」を「まちづくり」を

4広報たわらもと 2012.01

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、
地
方
分
権
の
推
進
、
少
子
高
齢
化
、

住
民
意
識
・
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
、
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
時
代

の
要
請
に
応
じ
た
行
政
活
動
を
行
う
た
め
に

は
、
行
政
の
在
り
方
・
役
割
分
担
を
考
え
、

自
立
で
き
る
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
る
と
と

も
に
、
簡
素
・
効
率
的
で
持
続
可
能
な
行
政

運
営
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
時

に
田
原
本
町
の
明
日
を
担
う
子
ど
も
達
に
負

担
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
住
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
・
高
度
化
に
合
わ
せ
た
的
確
な
対

応
、住
民
満
足
度
の
向
上
な
ど
、地
域
の
様
々

な
課
題
を
自
主
的
・
主
体
的
に
解
決
し
、
魅

力
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、職
員
共
々

公
正
・
公
平
な
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
、

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
ご

健
康
で
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

田原本町長田原本町長 寺田　典弘寺田　典弘
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震
災
の
影
響
に
加
え
、
電
力
供
給
の
制
約
や

急
速
な
円
高
が
心
配
さ
れ
る
経
済
状
況
の
中

で
、
政
局
も
が
混
迷
す
る
厳
し
い
１
年
で
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
下
で
誕
生
し
た
野
田
政
権
に
は
、
内
閣
自

身
が
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
る
大
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
、
原
発
事
故
の
収
束
、
日

本
経
済
の
立
て
直
し
に
つ
い
て
、
大
き
な
前

進
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
本
町
の
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

皇
太
子
殿
下
に
お
か
れ
て
は
、
11
月
21
日
に

本
町
へ
行
啓
に
な
ら
れ
、
唐
古
・
鍵
考
古
学

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
ご
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
私

達
町
民
に
と
っ
て
は
誠
に
光
栄
な
こ
と
で
あ

り
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
重
要
性
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
議
会
で
も
検
討
中
の

史
跡
公
園
整
備
に
つ
い
て
、
十
分
な
議
論
と

研
究
を
重
ね
、
魅
力
あ
る
事
業
推
進
に
繋
げ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
、

御
所
市
と
新
清
掃
工
場
整
備
の
た
め
の
一
部

事
務
組
合
を
設
立
し
、
建
設
に
向
け
て
歩
み

始
め
た
と
こ
ろ
、
五
條
市
か
ら
本
組
合
へ
の

加
入
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
町
議
会

で
は
、
五
條
市
の
加
入
に
つ
い
て
、
当
初
憂

慮
し
て
い
た
問
題
も
含
め
議
論
を
重
ね
た
結

果
、
大
震
災
復
興
財
源
確
保
の
た
め
、
財
源

で
あ
る
国
の
補
助
率
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
、

構
成
自
治
体
の
増
加
に
よ
り
一
層
の
負
担
軽

減
が
図
れ
る
こ
と
等
の
メ
リ
ッ
ト
を
総
合
的

に
精
査
し
、
最
終
的
に
本
町
と
御
所
市
、
五

條
市
の
３
市
町
で
建
設
に
向
け
取
り
組
む
こ

と
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
と
復
興
に
向
け
た
平
成
24
年
の

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
町
議
会
の
活
動
に
深

い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
自
身
、
議
長
と
し
て
7
回
目
の
新
年
を

迎
え
ま
し
た
。
昨
年
に
は
、
町
村
議
会
の
全

国
的
連
合
組
織
で
あ
る
全
国
町
村
議
会
議
長

会
副
会
長
の
重
責
も
担
う
こ
と
と
な
り
、
地

方
自
治
の
振
興
発
展
へ
の
取
り
組
み
や
政

府
・
国
会
に
対
し
要
望
活
動
等
を
行
う
な
か

で
、
宮
城
県
南
三
陸
町
を
訪
ね
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
歴
史
上
か
つ
て
な
い
大
津
波
に

襲
わ
れ
た
町
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
心

が
痛
み
ま
し
た
。
私
は
、
東
日
本
大
震
災
や

本
県
南
部
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
台
風
12
号
、

15
号
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
災
地
で
は
、
被

災
の
傷
跡
が
大
き
く
残
る
中
で
心
安
ま
ら
ぬ

日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
こ

と
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
同
時
に
、
明
る
い
未
来
の
た
め
、
安
ら
ぎ

の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
改

め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
致
し
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
サ
ッ
カ
ー
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
が

女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
初
優
勝
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
た
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
効
果
的
に
進
ま
な
い
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
、
震
災
に
よ
る
福
島
原
子
力
発
電
所
事

故
へ
の
対
応
状
況
が
毎
日
報
道
さ
れ
、
ま
た
、

　

こ
の
よ
う
に
議
会
で
具
体
的
な
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
事
業
は
も
と
よ
り
、
町
政
が

抱
え
る
課
題
は
多
岐
に
わ
た
る
と
と
も
に
、

よ
り
複
雑
化
し
な
が
ら
ま
す
ま
す
増
大
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
に
向
け
、
町

と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
、
議
会
の
使
命
で

あ
る
「
具
体
的
な
政
策
の
最
終
決
定
」「
行

財
政
運
営
の
批
判
と
監
視
」
を
基
本
と
し
て

審
議
を
深
め
て
参
り
ま
す
。

　

町
議
会
で
は
、
近
年
、
定
例
会
の
一
般
質

問
や
議
員
提
案
が
増
加
す
る
な
ど
、
議
会
が

活
発
化
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
本
年
も
、
議
会

の
活
性
化
に
つ
い
て
研
究
し
な
が
ら
、
議
会

議
員
一
同
、
町
民
の
皆
様
の
意
見
も
反
映
し
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
皆
様
の
更

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
今
年
が
明
る
く
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

田原本町議会議長田原本町議会議長 松本　宗弘松本　宗弘

町との密接な連携のもと、議会の使町との密接な連携のもと、議会の使
命である「具体的な政策の最終決定」命である「具体的な政策の最終決定」
「行財政運営の批判と監視」を基本「行財政運営の批判と監視」を基本
として審議を深めて参りますとして審議を深めて参ります



　

昨
年
の
夏
、皆
さ
ん
に
は
節
電
へ
の
ご
協
力
を
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た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
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の
夏
、皆
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ん
に
は
節
電
へ
の
ご
協
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を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

関
西
電
力
管
内
で
は
、
今
冬
の
電
力
需
要
が
供
給
を
上
回
り
、
電
力
需
給
が
非
常
に
厳

　

関
西
電
力
管
内
で
は
、
今
冬
の
電
力
需
要
が
供
給
を
上
回
り
、
電
力
需
給
が
非
常
に
厳

し
い
状
況
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
広
域
的
な
停
電
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

し
い
状
況
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
広
域
的
な
停
電
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
と
な
ら
な
い
よ
う
に
今
冬
の
節
電
対
策
を
行
っ
て
い
き

　

本
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
と
な
ら
な
い
よ
う
に
今
冬
の
節
電
対
策
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
昨
年
の
夏
に
引
き
続
い
て

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
昨
年
の
夏
に
引
き
続
い
て
1010
％
節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

％
節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
総
務
課
財
産
管
理
係

【
総
務
課
財
産
管
理
係
☎☎
3434
・・
2
1
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2
1
1
4
】】午前 7時 午前 9時 正午 午後 2時 午後 6時 午後 9時 時間

午前 9時 午後 9時

冬期（全体）

家庭

製造業の
大企業など

kW

中小企業など

節電をお願いしたい時間帯

特に午後 4 ～ 9 時の時間帯は、

家庭のご協力が不可欠です。

冬期平日の電気の使われ方（イメージ）

特
に
、
家
庭
で
の
使
用
が
増
え
る

特
に
、
家
庭
で
の
使
用
が
増
え
る

午
後
午
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66
時
〜
時
〜
99
時
の
節
電
に
ご
協
力
を

時
の
節
電
に
ご
協
力
を

　

冬
の
電
力
需
要
は
、
平
日
の
午
後

　

冬
の
電
力
需
要
は
、
平
日
の
午
後
22
時
ご
時
ご

ろ
に
ピ
ー
ク
が
先
鋭
化
す
る
夏
に
比
べ
る
と
、

ろ
に
ピ
ー
ク
が
先
鋭
化
す
る
夏
に
比
べ
る
と
、

ピ
ー
ク
は
朝
か
ら
夜
に
か
け
て
長
く
な
だ
ら

ピ
ー
ク
は
朝
か
ら
夜
に
か
け
て
長
く
な
だ
ら

か
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

か
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
の
電
力
需
要
は
、
帰
宅
す
る

　

ま
た
、
家
庭
の
電
力
需
要
は
、
帰
宅
す
る

夕
方
か
ら
増
え
始
め
、
全
体
の
電
力
需
要
に

夕
方
か
ら
増
え
始
め
、
全
体
の
電
力
需
要
に

占
め
る
割
合
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

占
め
る
割
合
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

家
庭
で
は
、
平
日
の
午
前

　

家
庭
で
は
、
平
日
の
午
前
99
時
〜
午
後

時
〜
午
後
99

時
、
特
に
午
後

時
、
特
に
午
後
66
時
〜
時
〜
99
時
の
節
電
に
ご
協

時
の
節
電
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

33
月月

2323
日
ま
で
の
平
日
（
年
末
年
始
は
除
く
）、

日
ま
で
の
平
日
（
年
末
年
始
は
除
く
）、

午
前
午
前

99
時
〜
午
後

時
〜
午
後

99
時
の
間
、

時
の
間
、

昨
年
同
月
の
使
用
最
大
電
力
の

昨
年
同
月
の
使
用
最
大
電
力
の

1010
％
の
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

％
の
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

家庭向け節電サイト

http://seikatsu.setsuden.go.jp

節電ダイヤル

☎ 0570・064・443
受付時間　午前 9時～午後 5時
※土・日曜日、祝日、年末年始（12
月 29日～ 1月 3日）を除く。

　

な
お
、
健
康
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
節
電

　

な
お
、
健
康
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
節
電

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

暖
房
器
具
や
照
明
な
ど
の
電
化
製
品
の

暖
房
器
具
や
照
明
な
ど
の
電
化
製
品
の

節
電
が
効
果
的

節
電
が
効
果
的

　

冬
の
午
後

　

冬
の
午
後
77
時
ご
ろ
で
は
、
暖
房
器
具
や

時
ご
ろ
で
は
、
暖
房
器
具
や

照
明
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
消
費
電
力
の
比
率
が

照
明
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
消
費
電
力
の
比
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
を
中

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
を
中

心
に
、
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

心
に
、
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

節
電
に
取
り
組
む
た
め
の
目
安
は
、
左
ペ

　

節
電
に
取
り
組
む
た
め
の
目
安
は
、
左
ペ

ー
ジ
の
「
家
庭
で
節
電
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

ー
ジ
の
「
家
庭
で
節
電
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

今
冬
今
冬

節
電
に
ご
協
力
を

無
理
の
な
い
範
囲
で
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家庭で節電
チェックシート

重ね着などをして、室温 20 ℃ を心がけましょう。

窓には厚手のカーテンを掛けましょう。エアコン

7％
1％

不要な照明をできるだけ消しましょう。

照明

4％

画面の輝度を下げましょう。
必要なとき以外は消しましょう。

テレビ
2％

冬の間、冷蔵庫の設定を「弱」に変えましょう。
扉を開ける時間をできるだけ減らしましょう。
食品をつめこまないようにしましょう。冷蔵庫

1％

早朝にタイマー機能で 1日分をまとめて炊きましょう。
保温機能は使用せずに、よく冷ましてから冷蔵庫に保存しましょう。

ジャー炊飯器

1％

便座保温・温水の設定温度を下げましょう。
不使用時はふたを閉めましょう。

温水洗浄便座
（瞬間式）

1％未満

リモコンではなく、本体の主電源を切りましょう。
使わない機器はプラグを抜いておきましょう。

待機電力
1％

通常、エアコンを使う家庭
節電効果
（削減率）

チェック

無理なく実施できるものを選んで、合計 10％の削減をめざそう。

通常、「エアコンを使う家庭」と「ガス・石油ストーブなどを使う家庭」の節
電メニューです。健康に影響のない範囲で節電メニューを選んでみましょう。

％合計

通常、ガス・石油ストーブなどを使う家庭
節電効果
（削減率）

チェック

不要な照明をできるだけ消しましょう。

照明

6％

画面の輝度を下げましょう。
必要なとき以外は消しましょう。

テレビ
3％

冬の間、冷蔵庫の設定を「弱」に変えましょう。
扉を開ける時間をできるだけ減らしましょう。
食品をつめこまないようにしましょう。冷蔵庫

2％

早朝にタイマー機能で 1日分をまとめて炊きましょう。
保温機能は使用せずに、よく冷ましてから冷蔵庫に保存しましょう。

ジャー炊飯器

2％

便座保温・温水の設定温度を下げましょう。
不使用時はふたを閉めましょう。

温水洗浄便座
（瞬間式）

1％

リモコンではなく、本体の主電源を切りましょう。
使わない機器はプラグを抜いておきましょう。

待機電力
2％

％無理なく実施できるものを選んで、合計 10％の削減をめざそう。 合計

参考：経済産業省「家庭向け冬期の節電メニュー」
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性
別
に
よ
る
リ
ス
ク
該
当
率
の
違
い

男
性
は
「
物
忘
れ
」
の
リ
ス
ク
該
当
率
が
高

く
、
女
性
は
「
運
動
機
能
」
が
高
い

　

要
介
護
等
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者

の
二
次
予
防
事
業
対
象
者
は
、
男
性
が
29
・

7
％
に
対
し
て
、
女
性
は
38
・
4
％
と
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
分
野
別

判
定
で
は
、
女
性
は
特
に
運
動
機
能
で
リ
ス

ク
該
当
率
が
男
性
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
男
性
は
物
忘
れ
が
女
性
よ
り
も
高
く

分野
男性
（％）

女性
（％）

生活機能全般 5.8 7.4
運動機能 16.0 26.7
栄養状態 1.2 1.6
口腔機能 20.6 21.5
閉じこもり 8.6 10.3
物忘れ 37.3 30.6
うつ 21.8 24.0

分野
65～
74歳
（％）

75～
84歳
（％）

85歳
以上
（％）

生活機能全般 2.9 7.6 31.2

運動機能 13.5 29.2 50.6

栄養状態 1.0 1.8 2.6

口腔機能 17.1 24.6 36.4

閉じこもり 5.5 13.4 23.4

物忘れ 30.9 34.0 55.8

うつ 18.7 27.1 36.4

な
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
に
よ
る
リ
ス
ク
該
当
率
の
違
い

年
齢
が
上
が
る
と
と
も
に

す
べ
て
の
リ
ス
ク
該
当
率
が
高
く
な
る

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
分
野
別
判
定
で

は
、
年
齢
が
上
が
る
に
し
た
が
い
す
べ
て
の

リ
ス
ク
該
当
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、85
歳
以
上
に
な
る
と
「
運
動
機
能
」

「
物
忘
れ
」
の
リ
ス
ク
該
当
率
が
、
50
％
を

超
え
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

リスク該当率とは
基本チェックリストの各分野で、予防が必要と判定を受
ける程度に機能低下などを起こしている率のこと

0

20

40

60
生活機能全般

運動機能

栄養状態

口腔機能閉じこもり

物忘れ

うつ

65～74歳
75～84歳
85歳以上

0
10
20
30
40
50

生活機能全般

運動機能

栄養状態

口腔機能閉じこもり

物忘れ

うつ

男性
女性

高
齢
者
実
態
調
査
の

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

対　象　者 配布数 回収数 回収率
65 歳以上高齢者 1,500 1,030 68.7%
在宅の要介護２以下の高齢者 689 381 55.3％
在宅の要介護３以上の高齢者 256 132 51.6%

合　　計  2,445  1,543 63.1%

調査対象及び対象者数（平成 23年６月１日現在）
　○認定を受けていない 65歳以上の人（無作為抽出）
　○在宅の要介護２以下の人すべて
　○在宅の要介護３以上の人すべて    
調査方法　郵送による調査票の配布・回収
調査期間　平成 23年 6月 1日～ 6月 15日
回収状況

調査の概要
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町
で
は
、「
田
原
本
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
見
直
し

の
た
め
、
高
齢
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、

何
ら
か
の
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
要
介
護
等
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高

齢
者
の
中
で
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
高
齢
者
を
把
握
す
る
た
め
の

も
の
で
、
全
国
の
自
治
体
で
一
律
に
調
査
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
項
目
を
中
心
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

【
長
寿
介
護
課
☎
34
･
2
1
0
3
】



9.6
8.6

20.7
17.2

3.0
2.6

0％ 10％ 20％ 30％

非認定者

要介護2以下の人

要介護3以上の人 今回 前回

40.8

30.2

32.6

33.4

32.3

45.5

17.4

26.5

18.2

1.5

7.9

4.2

2.1

2.2

2.3

1.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非認定者

要介護2以下の人

要介護3以上の人

ご自身が被害を受けたことがある、被害にあいそうになったことがある
身近に被害を受けた当事者がいる
身近に当事者はいないが、うわさを耳にしたことがある
受けたことも見聞きしたこともない
その他
無回答

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

骨折・転倒

認知症（アルツハイマー病等）

高齢による衰弱

糖尿病

今回
前回
前々回

27.4

15.2

15.2

14.0

10.4

29.9

12.3

9.7

20.8

26.4

13.7

20.9

11.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％男性（上位5位）

31.9

21.6

17.3

14.3

10.8

29.9

13.5

21.1

11.8

19.2

28.1

21.7

12.8

19.5

12.6

骨折・転倒

認知症（アルツハイマー病等）

高齢による衰弱

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

関節の疾病（リウマチ等）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％女性（上位5位）

83.5

11.8

1.5

12.9

63.5

82.6

1.8

20.7

9.1 6.8

1.7

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非認定者

要介護2以下の人

要介護3以上の人

要介護2以下で
ひとり暮らしの人
ひとりで避難できる
ひとりでは避難できないが、手助けしてくれる人がいる
ひとりでは避難できないし、手助けしてくれる人もいない
無回答

13.9 27.8 54.4 3.8

認定を受ける原因となった疾病

ひとり暮らし率

災害時の避難

悪質商法の被害

募集期間　
1月 11日㈬～ 23日㈪（郵送は、当日消印有効）
提出方法
　必ず氏名と連絡先（住所・電話番号など）を明記
のうえ、郵送または持参、ＦＡＸ、電子メールで提
出してください。
※様式は自由です。氏名と連絡先の記載がない場合
は受け付けません。なお、意見に対しての個別回
答はしませんのでご了承ください。

概要の閲覧
　これらの計画案の概要は、1月 11 日㈬から長
寿介護課（町役場 1階）または町ホームページ
でご覧いただけます。
提出先

▼住　所＝〒 636-0392 田原本町 890 の 1

▼あて先＝田原本町長寿介護課高齢福祉係
　　　　　 FAX 32-2977　
　　　　　 tyouju@town.tawaramoto.nara.jp

高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画案に対するあなたのご意見をお聞かせください
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認
定
を
受
け
る
原
因
と
な
っ
た
疾
病
は

男
性
は
依
然
、
脳
卒
中
が
多
く
、

女
性
は
骨
折
・
転
倒
が
多
い

　

要
介
護
等
認
定
者
全
体
の
認
定
を
受
け
る

原
因
と
な
っ
た
疾
病
で
は
、
第
1
位
は
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
、
男
性
は
「
脳
卒
中
（
脳
出

血
・
脳
梗
塞
な
ど
）」、
女
性
は
「
骨
折
・
転

倒
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
と
も
に
「
認
知
症
（
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
）」
が
高
く
な
り
、
男
性

は
前
回
の
第
5
位
か
ら
第
3
位
に
、
女
性
は

前
回
の
第
5
位
か
ら
第
2
位
に
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
期
を
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
に
は
、

若
い
頃
か
ら
の
運
動
・
食
事
・
休
養
と
い
っ

た
適
切
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
が
、
高
齢
者
も
介
護
予
防
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
率
と
災
害
時
の
避
難

要
介
護
2
以
下
の
人
は
20
・
7
％
が
ひ
と
り

暮
ら
し
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
ほ
ど
、
災
害

時
に
手
助
け
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

　

ど
の
調
査
対
象
者
も
ひ
と
り
暮
ら
し
率

は
、
前
回
の
調
査
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
お

り
、
特
に
要
介
護
２
以
下
の
軽
度
認
定
者
で

は
20
・
7
％
が
ひ
と
り
暮
ら
し
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
に
際
し
て
「
ひ
と

り
で
は
避
難
で
き
な
い
し
、
手
助
け
し
て
く

れ
る
人
も
い
な
い
」
は
要
介
護
２
以
下
の
人

が
20
・
7
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
要
介
護
2
以
下
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

は
54
・
4
％
と
半
数
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

悪
質
商
法
の
被
害
は

被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
、
あ
い
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
要
介
護
2
以
下

の
人
が
多
く
、
7
・
9
％
が
該
当

　

さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
高
齢
者
な
ど
に
被
害

を
与
え
る
悪
質
商
法
。「
被
害
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
、
あ
い
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
」
は
、
非
認
定
者
で
4
・
2
％
、
要
介
護

2
以
下
の
人
が
7
・
9
％
、
要
介
護
3
以
上

の
人
が
1
・
5
％
で
、
要
介
護
2
以
下
の
人

が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
手
口
に

つ
い
て
の
情
報
の
提
供
や
高
齢
者
同
士
の
口

コ
ミ
に
よ
る
周
知
な
ど
、
ま
た
、
前
述
の
災

害
時
の
避
難
支
援
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
の

防
犯
・
防
災
体
制
の
充
実
・
強
化
が
必
要
で
す
。
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遺
跡
有
無
踏
査
確
認
願

不
要

不
要

遺
跡
発
見
の
届
出

遺
跡
の
確
認

埋
蔵
文
化
財
発
掘
届
出
書

発
掘
調
査

慎
重
工
事

工
事
立
会試

掘
調
査

遺
跡
外

遺
跡
内

踏　

査

審　

査

通　

知

埋
蔵
文
化
財
取
り
扱
い
の
流
れ

遺跡で
ない場合

遺跡で
ある場合

開発面積が
1万m² 以下

開発面積が
1万m² 超

工
事
着
工

調
査
な
ど

遺構・遺物
がない

遺構・遺物
がある

本
調
査

工
事
着
工
・
保
存

▼

弥生時代最大級の大型建物跡
（唐古・鍵遺跡）

工
事
の
前
に
遺
跡
の
確
認
を
！

１　

遺
跡
内
の
場
合
は
、
届
出
を
！

　

個
人
・
共
同
住
宅
な
ど
の
建
築
工
事
・
造

成
な
ど
の
土
木
工
事
を
行
う
前
に
、
予
定
地

が
遺
跡
内
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
遺
跡
内
の
場
合

　

工
事
着
手
60
日
前
ま
で
に
左
記
書
類
を
3

部
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
埋
蔵
文
化
財
発
掘
届
出
書
（
様
式
は
町
文

化
財
保
存
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
は
、
県

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
）

❷
位
置
図
（
縮
尺
2
5
0
0
分
の
1
程
度
）

❸
平
面
図
（
建
築
配
置
図
な
ど
）

❹
設
計
図
（
基
礎
伏
図
な
ど
）

❺
土
地
所
有
者
の
承
諾
書
（
届
出
者
と
土
地

所
有
者
が
異
な
る
場
合
）

●
周
知
の
遺
跡
外
で
、
開
発
面
積
が
一
万
平

方
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
場
合

　

遺
跡
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
の

で
「
遺
跡
有
無
踏
査
確
認
願
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
先

町
文
化
財
保
存
課

２　

届
出
後
は
？

　

県
教
育
委
員
会
が
審
査
し
、
左
記
の
判
断

を
し
ま
す
。

●
慎
重
工
事
↓
慎
重
に
工
事
を
し
、
遺
物
な

ど
が
出
土
し
た
場
合
は
速
や
か
に
町
文
化

財
保
存
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
工
事
立
会
↓
町
文
化
財
保
存
課
職
員
が
、

　『文化財保護法』は、文化財を保存・活用し、国民の文化的向上に役立てるとともに、世界文化の
進歩に貢献することを目的とする法律です。この法律では、埋蔵文化財の保護のため、開発行為など
の際に事前の届出を義務づけています。
　町内の遺跡内（周知の埋蔵文化財包蔵地）で開発行為や個人住宅・共同住宅の建築工事、土木工事
などを行う際は、「埋蔵文化財発掘届出書」を町文化財保存課へ提出してください。

掘
削
工
事
時
に
立
ち
会
い
ま
す
。

●
発
掘
調
査
↓
県
・
町
文
化
財
保
存
課
と
申

請
者
と
の
間
で
協
議
し
、
工
事
前
に
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
調
査
後
工
事
に
着
手
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
調
査
の
際
、
特
に

重
要
な
発
見
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遺
構
の

保
存
の
た
め
に
再
度
協
議
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

※
費
用
に
つ
い
て

●
非
営
利
的
な
場
合
（
個
人
住
宅
な
ど
）

公
費
で
負
担

●
営
利
的
な
場
合
（
店
舗
、宅
地
分
譲
な
ど
）

事
業
者
負
担

　

出
土
遺
物
は
県
か
ら
文
化
財
の
認
定
を
受

け
、
整
理
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
町

が
保
管
し
、
活
用
し
ま
す
。

新
た
な
遺
跡
を
発
見
し
た
ら
…

　

工
事
中
に
、
遺
跡
や
遺
物
を
発
見
し
た
場

合
、
工
事
を
中
断
し
、
現
状
を
変
え
な
い
よ

う
注
意
し
て
す
ぐ
に
町
文
化
財
保
存
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

守

文化財保存課 ☎ 32-4404
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2

1

34

5

6

7
8

9

10

11

12
13 14

15

16

遺跡の範囲内に該当すると思われる場合や、詳細な範囲を確認したい場合は、町文化財保存課へお問い合わせください。
また、県文化財保存課のウェブサイト（URL http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid-16763.htm）でも確認できます。

①
清
水
風
遺
跡　
　
　
　
（
弥
生
〜
中
世
）

②
唐
古
・
鍵
遺
跡　
　
　
（
縄
文
・
晩
〜
古
墳
・
後
）

③
法
貴
寺
遺
跡　
　
　
　
（
弥
生
〜
近
世
）

④
笹
鉾
山
１
号
墳　
　
　
（
古
墳
・
後
）

⑤
黒
田
大
塚
古
墳　
　
　
（
古
墳
・
後
）

⑥
宮
古
北
遺
跡　
　
　
　
（
弥
生
・
前
〜
中
世
）

⑦
保
津
・
宮
古
遺
跡　
　
（
縄
文
・
後
〜
中
世
）

⑧
羽
子
田
遺
跡　
　
　
　
（
縄
文
・
後
？
〜
近
世
）

⑨
平
野
氏
陣
屋
跡　
　
　
（
弥
生
〜
近
世
）

⑩
寺
内
町
遺
跡　
　
　
　
（
中
世
〜
近
世
）

⑪
柿
ノ
森
遺
跡　
　
　
　
（
中
世
）

⑫
金
剛
寺
遺
跡　
　
　
　
（
古
墳
〜
近
世
）

⑬
十
六
面
・
薬
王
寺
遺
跡
（
縄
文
・
後
〜
中
世
）

⑭
保
津
氏
居
館
推
定
地　
（
中
世
〜
近
世
）

⑮
団
栗
山
古
墳　
　
　
　
（
古
墳
・
後
）

⑯
多
遺
跡　
　
　
　
　
　
（
弥
生
〜
中
世
）

■
町
内
の
主
な
遺
跡

遺
跡
の
範
囲
は
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
4
月
以
降
に
開
発
行
為
な
ど
を
行

う
際
に
は
、
文
化
財
保
存
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

遺
跡
地
図

平
成
24
年
1
月
現
在

田
原
本
町
の
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議
決
事
項

　

会
期
中
に
審
議
、
議
決
さ
れ
た
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案

条
例
の
制
定
・
改
正
・
廃
止

◇
田
原
本
町
暴
力
団
排
除
条
例

◇
公
益
的
法
人
等
へ
の
田
原
本
町
職
員
の
派

遣
等
に
関
す
る
条
例

◇
田
原
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◇
磯
城
休
日
応
急
診
療
所
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
田
原
本
町
立
保
育
所
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
予
算
の
補
正

◇
平
成
23
年
度
田
原
本
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

◇
平
成
23
年
度
田
原
本
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

◇
平
成
23
年
度
田
原
本
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

◇
平
成
23
年
度
田
原
本
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

人
事

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦
に
つ
き
議
会

の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
つ
い
て

◇
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会

の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選

任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

◇
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
議
会

の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

そ
の
他

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
田
原
本

町
学
童
保
育
所
）

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
田
原
本

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

◇
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て　
（
町
立
宮

古
保
育
園
）

意
見
書
の
提
出

◇
視
覚
障
が
い
者
か
ら
テ
レ
ビ
を
遠
ざ
け
な

い
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
求
め
る

意
見
書

■
否
決
さ
れ
た
議
案

意
見
書
の
提
出

◇
政
党
助
成
金
を
廃
止
し
、
東
日
本
大
震
災

被
災
者
救
援
に
充
て
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書一

般
質
問

　

12
月
6
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
7

人
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
理
事
者
の
考
え
を

た
だ
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
さ
れ
た
議
員 

　

森
井
基
容
（
無
所
属
）

　

西
川
六
男
（
無
所
属
）

　

森
良
子
（
日
本
共
産
党
）

　

古
立
憲
昭
（
公
明
党
）

　

植
田
昌
孝
（
無
所
属
）

　

𠮷
田
容
工
（
日
本
共
産
党
）

　

松
本
美
也
子
（
公
明
党
）

平成 23年第 4回定例会

議会
だより

　

平
成
23
年
田
原
本
町
議
会
「
第
4
回
定
例

会
」
が
12
月
5
日
か
ら
9
日
ま
で
5
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
12
月
5
日
に
は
寺
田
町
長
が
提

出
議
案
に
つ
い
て
説
明
。
会
期
中
、
各
議
案

に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
、
12
月
9

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

  

な
お
、
12
月
5
日
に
は
、
議
会
独
自
の
協

議
や
意
見
調
整
の
場
で
あ
る
全
員
協
議
会
で
、

議
場
へ
の
国
旗
・
町
旗
の
掲
揚
に
つ
い
て
、

他
の
市
町
村
の
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
平
成

11
年
に
国
旗
と
し
て
法
制
化
さ
れ
た
こ
と
、

町
立
学
校
の
行
事
な
ど
で
も
掲
揚
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
国
旗
・
町
旗
は
国
や
郷
土
の
象
徴

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
議
場
で
の
掲

揚
は
当
然
で
あ
る
な
ど
の
賛
成
意
見
が
多
数

を
占
め
、
国
旗
・
町
旗
の
議
場
へ
の
設
置
が

決
ま
り
ま
し
た
。

▲提出議案の説明をする寺田町長

　

議
会
傍
聴
は
、
町
政
を
知
る
よ
い
機
会

で
す
。
傍
聴
の
手
続
き
は
簡
単
。
一
人
で

も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

開
催
日
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
議
会
事

務
局
（
☎
34
・
2
1
1
9
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
を

議
会
を

傍
聴
し
て

傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

み
ま
せ
ん
か
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皆
さ
ん
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
消

皆
さ
ん
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
消

防
・
防
災
活
動
に
努
め
て
い
る
田
原
本
消
防

防
・
防
災
活
動
に
努
め
て
い
る
田
原
本
消
防

団
が
、
分
列
行
進
や
放
水
演
習
を
行
い
ま
す
。

団
が
、
分
列
行
進
や
放
水
演
習
を
行
い
ま
す
。

中
央
体
育
館

中
央
体
育
館

場
所

11
月月
1212
日日
㈭
午
前

㈭
午
前
88
時
〜
時
〜

日
時 田

原
本
消
防
団

田
原
本
消
防
団

出
初
式

出
初
式

磯
城
消
防
署

☎
33
・
2
4
6
1

第
26
回
田
原
本
町
民
駅
伝
大
会

中
央
体
育
館（
生
涯
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
）

☎
33
・
5
8
8
2

2
月

19
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

開
催
日

健
民
運
動
場

集　

合

参
加
資
格

　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

チ
ー
ム
編
成

　

監
督
・
補
欠
を
含
め
て
1
チ
ー
ム
7
人
以

内
と
し
、
監
督
は
選
手
を
兼
ね
て
も
よ
い
。

日
程

受　

付　

午
前
9
時
〜

開
会
式　

午
前
9
時
30
分
〜

ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時
〜

表
彰
式
・
閉
会
式　

競
技
終
了
後

表
彰

　

各
部
ご
と
の
1
〜
3
位
に
賞
状
と
メ
ダ
ル

を
、
第
1
部
に
限
り
4
〜
6
位
に
賞
状
を
授

与
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

中
央
体
育
館
（
生
涯
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
2
月
5
日
㈰
午
後
5
時
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
止
決
定

　

小
雨
決
行
。
午
前
7
時
30
分
に
決
定
し
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
申

込
時
に
各
チ
ー
ム
に
駐
車
券
を
配
布
し
ま
す
。

駐
車
券
が
な
い
と
駐
車
場
に
車
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

町
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
に
よ
る
豚
汁
な

ど
の
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

健民運動場

中央体育館駐車場

旧志貴高等学校●
　　　ながめの丘●

●ひょうたん
広場

北

法条橋

寺内北橋

寺内橋

法貴寺大橋

海上橋

天王橋

池

平田橋

大平橋

1区（第 1部以外）
1区（第 1部）・3区・5区
2区・4区

中央体育館周辺特設コース

部 部門 区間距離

第1部
小学生の部
（小学 4～
6年生）

1区（3km）2区（2km）
3区（3km）4区（2km）
5区（3km）合計 13km

第 2部 中学生の部 1区（5km）2区（2km）
3区（3km）4区（2km）
5区（3km）合計 15km

第 3部 高校生の部
第4部 一般の部

※各部門男女別



たわらもとウォッチング
まちのできごとを紹介します

田
原
本
町
農
業
祭

ず
ら
り
と
並
ん
だ
町
産
農
産
物
な
ど
を
求
め
賑
わ
う

▲子どもたちに大人気。ももたん
と川西町特産ネギ「結崎ネブカ」
のＰＲに来たネッピー

▲

ほくほくの味間いもが入った温か
い豚汁で体も温まる

▲シクラメンやパンジーなど季節の花が並ぶ

　11月 22日、青垣生涯学習センターの弥生の里ホールで「高
齢社会に向けた「地域づくり」講演会」が行われました。「ご
近所パワーで助け合い起こし」を演題に、住民流福祉総合研究
所所長の木原孝久さんは、地域で要支援者などの情報を把握・
共有化する支え合いマップを作成して支え合いに取り組む事例
を紹介。参加者約 170 人に、住み慣れた地域で安心して豊か
に生きるためには地域の助け合いの関係が必要だと語りました。

高齢社会に向けた「地域づくり」講演会

地域での助け合いが豊かな暮らしに 1
13

11
22

▲「しきしき焼き」に興味津々

▲生産者おすすめ。新鮮な大根を買うお客さん

▲支え合いマップの説明をする木原さん

11
26～

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
11
月
26
日
か
ら
27
日
に

か
け
て
、「
田
原
本
町
農
業
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
産
の
農

産
物
な
ど
を
販
売
・
Ｐ
Ｒ
し
、
地
産
地
消
の

拡
大
と
農
業
の
振
興
を
目
指
し
て
催
さ
れ
た

も
の
で
、
今
年
で
2
回
目
で
す
。

　

会
場
に
は
、
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
、
花
き

な
ど
の
販
売
や
数
々
の
模
擬
店
の
出
店
が
あ

り
、
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人

た
ち
は
、
生
産
者
か
ら
商
品
の
特
長
を
直
接

聞
き
な
が
ら
野
菜
を
購
入
し
た
り
、
模
擬
店

で
買
っ
た
う
ど
ん
や
そ
ば
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
を
味
わ
っ
た
り
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
商
工
会
も
参
加
し
て
町
産
の
小

麦
粉
と
な
す
を
使
っ
た
創
作
Ｂ
級
グ
ル
メ

「
し
き
し
き
焼
き
」
の
販
売
も
あ
り
、
好
評

を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
ン
菓
子
や
味
間

特
産
の
サ
ト
イ
モ
で
あ
る
味
間
い
も
が
入
っ

た
豚
汁
な
ど
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
た
く

さ
ん
の
人
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

214広報たわらもと 2012.01



　

北
小
学
校
の
「
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る

会
」
が
文
部
科
学
大
臣
賞
「
学
校
安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
な
学
校
教

育
活
動
に
貢
献
す
る
優
れ
た
活
動
を
行
う
団

体
に
授
与
さ
れ
る
も
の
。
12
月
12
日
、
北
小

学
校
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
片
倉
教
育
長
か

ら
村
井
偉
夫
会
長
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
村
井
さ
ん
は
、「
長
年
の
取
り
組
み
が

実
を
結
び
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
述
べ
た
後
、
全
国
健
康
・
安
全
教
育

研
究
大
会
へ
の
参
加
報
告
を
し
ま
し
た
。

▲片倉教育長から賞状を受け取る

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励
賞
を
受
賞

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
を
守
る
活
動
が
評
価

12
12

　

山
中
悌
二
郎
さ
ん
が
、
自
治
会
の
代
表
者

と
し
て
通
算
20
年
以
上
在
職
し
、
地
域
的
な

共
同
活
動
を
通
じ
て
良
好
な
地
域
社
会
の
維

持
・
形
成
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め

ら
れ
、「
地
縁
に
よ
る
団
体
功
労
者
総
務
大

臣
表
彰
」を
受
賞
し
ま
し
た
。
山
中
さ
ん
は
、

11
月
28
日
に
寺
田
町
長
を
訪
問
し
、
受
賞
の

報
告
を
し
ま
し
た
。
訪
問
後
、
山
中
さ
ん
は

「
町
長
か
ら
推
薦
が
あ
り
、ま
た
地
域
の
方
々

と
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
受
賞
で

き
ま
し
た
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

▲寺田町長に受賞の喜びを伝える

地
縁
に
よ
る
団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

自
治
会
の
代
表
者
と
し
て
20
年
以
上
の
功
績
が
讃
え
ら
れ

11
28

　

11
月
23
日
、「
第
36
回
田
原
本
子
ど
も
カ

ー
ニ
バ
ル
」
が
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

約
3
1
0
人
の
小
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
絆
」
を
テ
ー
マ
に
、
テ
レ
ビ

で
お
な
じ
み
の
番
組
「
V
S
嵐
」
の
ゲ
ー
ム

を
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
お

兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
、
丸
一
日
か
け
て
行
い
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
、
友
情

の
「
絆
」
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲ボールを蹴ってターゲットを崩そう

第
36
回
田
原
本
子
ど
も
カ
ー
ニ
バ
ル

皆
の
友
情
の
絆
を
深
め
ま
し
た

11
23

た
わ
ら
も
と
通
学
合
宿
事
業

学
年
を
超
え
た
友
達
と
楽
し
く
共
同
生
活

　

11
月
17
日
〜
19
日
に
「
た
わ
ら
も
と
通
学

合
宿
事
業
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
を
離
れ
て
寝
食
を
と

も
に
し
な
が
ら
学
校
へ
通
う
取
り
組
み
で
、

本
年
度
は
室
町
三
丁
目
自
治
会
の
協
力
を
得

て
、天
理
教
磯
城
分
教
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

21
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
皆
で
食

事
を
作
り
、
田
原
本
お
は
な
し
会
の
お
話
や

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ゲ
ー
ム
な
ど
、

満
載
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
学
年
の
枠
を
超
え
て
友
達

が
た
く
さ
ん
で
き
て
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

11

▲田原本おはなし会のお話に夢中

17～

15 Tawaramoto Town Public Relations 2012.01



216広報たわらもと 2012.01

1

※「てんいち」とは、てん（英語の 10）と、いち（1）を合
わせて 1

てんいち

1（毎月 11日は人権を確かめあう日）という意味です。

2 3 4

人
権

Hum
an rights

暮
ら
し

life

貴金属などの
買い取りサービスに注意！

　

次
の
よ
う
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
相
談
事
例
〉

①
着
物
の
買
い
取
り
を
す
る
と
言
っ
て
訪
問

し
て
き
た
業
者
に
貴
金
属
も
し
つ
こ
く
要

求
さ
れ
、
怖
く
て
断
れ
な
か
っ
た
。

②
認
知
症
の
高
齢
者
の
自
宅
で
業
者
が
貴
金

属
を
探
し
て
い
た
。

③
買
い
取
り
価
格
が
安
い
と
思
い
、
業
者
に

解
約
を
申
し
出
た
が
拒
否
さ
れ
た
。

④
見
せ
た
貴
金
属
を
あ
っ
と
い
う
間
に
買
い

取
ら
れ
、
業
者
の
名
前
も
連
絡
先
も
分
か

ら
な
い
。

⑤
業
者
に
個
人
情
報
を
知
ら
せ
た
が
、
悪
用

さ
れ
な
い
か
心
配
に
な
っ
た
。

〈
問
題
点
〉

①
不
意
打
ち
的
に
買
い
取
り
を
勧
誘
さ
れ
、

買
い
取
り
価
格
が
妥
当
か
ど
う
か
比
較
検

討
が
で
き
な
い
ま
ま
契
約
さ
せ
ら
れ
る
。

②
業
者
が
消
費
者
の
自
宅
に
訪
問
し
、
消
費

者
が
所
有
す
る
貴
金
属
を
買
い
取
る
と
い

う
契
約
は
訪
問
販
売
に
な
ら
な
い
の
で
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
難
し
い
。

③
断
っ
て
も
し
つ
こ
く
強
引
な
勧
誘
を
す
る
。

④
買
い
取
り
の
際
に
、
物
品
の
種
類
や
価
格

な
ど
の
明
細
を
記
載
し
た
書
面
が
渡
さ
れ

な
か
っ
た
り
、
消
費
者
が
提
示
し
た
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
に
記
載
さ
れ
た
個

人
情
報
を
業
者
が
書
き
留
め
る
。

⑤
あ
と
で
返
品
し
て
欲
し
い
と
申
し
出
て
も

返
品
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

―
―
な
ど
が
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

〈
対
処
法
〉

　

買
い
取
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
が
な
け
れ
ば
、

き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と
で
す
。
業
者
に
渡
し

た
物
品
を
取
り
戻
す
の
は
極
め
て
困
難
な
の

で
、
買
い
取
っ
て
も
ら
う
か
ど
う
か
を
十
分

に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
一
人
で
対

応
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。
業
者
に
帰
る

よ
う
に
言
っ
て
も
居
座
っ
た
り
、
何
か
出
せ

と
強
く
迫
る
な
ど
怖
い
思
い
を
し
た
と
き
は

警
察
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

も
し
契
約
を
す
る
な
ら
、
業
者
の
住
所
や

電
話
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
と
古
物
商
許
可

証
な
ど
の
提
示
を
求
め
内
容
を
確
認
し
、
メ

モ
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
相
談

室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住民保険課☎ 34-2087

　消費者の自宅を訪問し、金やプラチナなどの貴金属を使ったア
クセサリーや和服などを買い取るというサービスについての相談
が増えています。渡してしまったアクセサリーなどはほとんど
戻ってきません。急な業者の訪問には十分注意してください。

商品やサービスに関する相談
日時　毎週火・金曜日
　　　午前 10時～午後 3時

（12月 30日㈮、1月 3
日㈫は休み）

場所　町役場 1階 103 相談室
　　　（☎内線 174）
相談方法　面談・電話

■消費生活相談■
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暮らしの情報 　町民の皆さんの生活に関する情報を
紹介します。

教
育

 Education

町青少年健全育成推進協議会事務局
（生涯教育課内）☎ 32-6193

今、大切にしていること
～400 字作文応募作品から～

少
し
つ
ら
い
時
も
、
前
向
き
に
な
れ
る
よ
う

に
笑
顔
で
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

●
僕
が
今
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
音
楽

を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
々
と
つ
な
が
り
合

う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
前
、
東
北
地
方
で
と
て
も
大
き
な
世

界
規
模
の
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
で
「
僕
た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、

田
原
本
町
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

東
北
地
方
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
エ
ー
ル
を

送
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
地
域
の
方
々
、
親
せ
き
、
家
族
に
も

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
の

で
、
毎
日
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
、
こ
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
精
い
っ
ぱ
い

が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ベ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
被
災
さ
れ
た
方
々
や
、
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
方
々
に
、
エ
ー
ル
な
ら
び
に
感

謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
音
楽
を
通
し
て
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

◇　
　
　

◇

　

前
向
き
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
中
学

生
の
思
い
や
願
い
を
、
私
た
ち
は
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
見
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

中
学
3
年
生
の
作
文
か
ら
、「
今
、
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
一
部
抜
粋

と
要
約
で
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◇　
　
　

◇

●
私
が
今
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
笑
顔

で
い
る
こ
と
で
す
。
…
中
学
2
年
生
の
職

場
体
験
の
時
、
私
は
保
育
園
に
行
き
ま
し

た
。
子
ど
も
は
大
好
き
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り

最
初
は
緊
張
し
て
表
情
も
固
く
な
っ
て
し
ま

い
、
子
ど
も
達
も
少
し
遠
り
ょ
し
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。
で
も
、
時
間
が
た
つ

に
つ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
思
い
切
り
笑
顔
で
接

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
子
ど
も
達
も
笑
顔
で

集
ま
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
体
験
で
改
め
て
笑
顔
は
大
切
だ
と
思
い
、

そ
し
て
、
周
り
に
も
伝
わ
っ
て
い
く
ん
だ

な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。
…
私
は
楽
し
い
時
も

平
成
24
年
度
職
員
採
用
案
内
（
3
次
募
集
）

職
種
・
応
募
資
格

❶
診
療
放
射
線
技
師
…
昭
和
57
年
4
月
2
日

以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
技
師
資
格
が
あ
る

人
と
平
成
24
年
4
月
に
資
格
取
得
見
込
み

の
人

❷
作
業
療
法
士
…
昭
和
47
年
4
月
2
日
以
後

に
生
ま
れ
た
人
で
技
士
資
格
が
あ
る
人
と

平
成
24
年
4
月
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

❸
看
護
師
…
昭
和
36
年
4
月
2
日
以
後
に
生

ま
れ
た
人
で
看
護
師
資
格
が
あ
る
人
と
平

成
24
年
4
月
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

❹
事
務
員
…
平
成
元
年
4
月
2
日
以
後
に
生

ま
れ
た
人
で
大
学
卒
業
程
度
の
知
識
が
あ

る
人

試
験
日
・
試
験
内
容　

▼
1
次
試
験
＝
2
月
4
日
㈯
…
筆
記
試
験　

▼
2
次
試
験
＝
2
月
18
日
㈯
…
面
接
（
1
次

試
験
合
格
者
の
み
）

申
込
書
配
布
期
間
・
受
付
期
間

1
月
4
日
㈬
〜
18
日
㈬
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
・
持
参
書
類

　

国
保
中
央
病
院
2
階
事
務
部
企
画
総
務

課
ま
で
受
験
申
込
書
、
履
歴
書
（
写
真
付
）、

技
師
（
士
）・
看
護
師
免
許
の
写
し
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。（
代
理
人
可
、
郵
送
不
可
）

10
月
29
日
に
、
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
し
た

　

日
差
し
も
暖
か
く
よ
く
晴
れ
上
が
っ
た
秋

の
日
、
地
域
医
療
の
充
実
と
向
上
に
向
け
て

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

健
康
相
談
・
測
定
コ
ー
ナ
ー
・
メ
タ
ボ
体

操
・
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
、
特

に
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
の
ぜ
ん
ざ
い
は
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
大
好
評
で
し
た
。
ま
た
、

田
原
本
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
若
さ
あ
ふ
れ
る

華
や
か
な
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

健
康

Health

国保中央病院☎ 32-8800

10

平成 24 年度職員採用案内
と

健康フェスティバルの開催

▲会場を盛り上げた田原本中
学校吹奏楽部のコンサート



税
な
ど

暮
ら
し
・
環
境

年
金
・
保
険

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

ま
ち
づ
く
り

催
し
・
講
座

募
集
・
就
職

お
知
ら
せ

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
で
き
ま
す

　

自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
URLhttp://w

w
w
.nta.go.jp

）

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
接

続
し
、
画
面
案
内
に
従
い
収
入
金
額
な
ど
の

必
要
項
目
を
入
力
す
る
と
、
申
告
書
な
ど
が

作
成
で
き
、
そ
の
申
告
書
を
そ
の
ま
ま
提
出

（
税
務
署
へ
送
付
ま
た
は
持
参
）
で
き
ま
す
。

（
申
告
書
は
折
ら
ず
に
封
入
し
て
く
だ
さ
い
）

　

給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者
の
還
付
申
告

は
申
告
期
間
前
で
も
で
き
ま
す
。

e

－

Ｔ
a
x
で
電
子
申
告
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

さ
ら
に
、ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
…
事
前
に
所
轄
税
務
署
へ
の

届
出
や
電
子
証
明
書
の
取
得
・
機
器
の
購
入

な
ど
必
要
）を
利
用
す
れ
ば
、作
成
し
た
デ
ー

タ
を
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
直

接
電
子
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
所
得
税
の
電
子
申
告
は
、
医
療
費
の

領
収
書
や
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
な
ど
の
一

定
の
第
三
者
作
成
書
類

の
添
付
を
省
略
で
き
ま

す
。（
3
年
間
保
存
）

準
備
は
お
早
め
に

準
備
は
お
早
め
に

申
告
申
告

のの

のの

税

　

今
年
も
2
月
16
日
㈭
か
ら
所
得
税
な
ど
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

　

例
年
、
期
間
終
了
間
際
に
な
る
と
会
場
は
た
い

へ
ん
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
の
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
桜
井
税
務
署
☎
42
・
3
5
0
1

22
月月

1616
日日
㈭㈭
〜〜

33
月月

1515
日日
㈭㈭

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
告
期
間

218広報たわらもと 2012.01

年金受給者の
事前の
所得税確定申告の
相談・受付

　年金受給者の所得税申告は、下記のと
おり、事前に相談し、確定申告書を提出
することができます。
※案内ハガキによる通知はなくなりまし
た。

場　所 町民ホール（町役場西側）

持ち物

年金の源泉徴収票
社会保険料などの支払金額の分かるもの
生命・地震などの保険料控除証明書
その他必要書類
認印
通帳（還付の場合）など

日　時

午前 9時 30分～正午
午後 1時～ 3時 30分

1月30日㈪～2月2日㈭



情情報ホットラインワイド版田原本町からのお知らせ

税
な
ど

暮
ら
し
・
環
境

年
金
・
保
険

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

ま
ち
づ
く
り

催
し
・
講
座

募
集
・
就
職

お
知
ら
せ

期
限
内
に
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

　

平
成
24
年
度
（
平
成
23
年
中
）
の
給
与

支
払
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、
1
月
31
日

㈫
で
す
。

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
完
全
実
施
を

　

町
で
は
、
地
方
税
法
の
趣
旨
に
基
づ
く

適
切
な
課
税
と
徴
収
を
行
う
と
と
も
に
、

個
人
住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
特
別
徴

収
（
給
与
天
引
き
）
の
推
進
を
図
る
た
め
、

特
別
徴
収
の
完
全
実
施
を
事
業
主
の
皆
さ

ん
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
個
人

の
前
年
の
所
得
に
対
し
て
か
か
る
税
金
を

事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
が
毎
月
の
従
業

員
の
給
与
か
ら
差
し
引
き
、
翌
月
の
納
期

税
務
課
課
税
第
一
係

☎
34
・
2
1
1
2

事
業
主
の
皆
さ
ん
、

事
業
主
の
皆
さ
ん
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
に

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

限
ま
で
に
町
に
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
第
3
2
1
条
の
4
な
ど
の
規

定
に
よ
り
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の

あ
る
事
業
主
は
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

も
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
役
員
な
ど
を
含
む
す
べ
て

の
従
業
員
に
対
し
て
特
別
徴
収
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
事
業
主
や
従
業
員
の
意
思

に
よ
る
徴
収
方
法
の
選
択
は
で
き
ま
せ

ん
）。

　

な
お
、
従
業
員
が
常
時
10
人
未
満
の
事

業
主
に
は
、
申
請
に
よ
り
納
期
を
年
2
回

と
す
る
制
度
（
納
期
特
例
）
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
法
令
に
基
づ

く
適
正
な
特
別
徴
収
の
実
施
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
告
期
間
中
は
申
告
会
場
が

変
わ
り
ま
す

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

平
成
23
年
分
の
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与

税
の
申
告
（
相
談
）
は
、
申
告
期
間
中
、
桜

井
税
務
署
か
ら
桜
井
市
商
工
会
館
へ
変
わ
り

ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
告
・
相
談
・
受
付

桜
井
市
商
工
会
館
3
階

申
告
書
な
ど
の
受
付
の
み

桜
井
税
務
署

165

桜井税務署

桜井市役所

納税協会

桜井市商工会館

至上本町

至高田

至
奈
良

至
名
古
屋

桜井駅

個人住民税の特別徴収の流れ

（1月 31日まで）

❶給与支払報告書の提出

（5月 31日まで）

❸特別徴収税額の通知

（翌月 10日まで）

❺税額の納入

❷税額の計算

町役場
事業主

（給与支払者）
従業員

（給与所得者）

❹給与の支払いの際、
税額を徴収

（6月から翌年の 5月ま
で毎月の給料支給日）

（5月 31日まで）

❸特別徴収税額の通知

1
月
31
日
㈫
ま
で
に
平
成
24
年
度
（
平
成
23
年
中
）
の
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を
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も
し
も
凍
結
し
た
ら
、
ぬ
る
ま
湯
を

　

水
道
管
に
タ
オ
ル
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る

ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け

て
溶
か
し
ま
す
。
そ
の
場

合
、
熱
い
湯
を
急
に
か
け

る
と
、
水
道
管
が
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

も
し
も
破
損
し
た
ら
、
元
栓
（
バ
ル
ブ
）
を

閉
め
る

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
の
元
栓
（
バ
ル
ブ
）

を
閉
め
る
か
布
や
テ
ー

プ
で
し
っ
か
り
巻
き
応

急
処
置
を
行
い
、
最
寄

り
の
町
指
定
給
水
工
事

店
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。（
有
料
）

屋
外
の
露
出
管

　

保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布
き
れ
を
巻
い
て
そ
の

上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
防
水
し
て
く
だ
さ

い
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
売
っ
て
い
ま

す
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
新
聞
紙
を
詰
め
た
り
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を

の
せ
た
り
し
て

保
温
し
て
く
だ

さ
い
。
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税
な
ど

暮
ら
し
・
環
境

年
金
・
保
険

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

ま
ち
づ
く
り

催
し
・
講
座

募
集
・
就
職

お
知
ら
せ

上
下
水
道
部
業
務
課

☎
32
・
2
5
1
6

土
木
管
理
課
維
持
係

☎
34
・
2
0
9
7

迷
惑
な
放
置
自
転
車
を

迷
惑
な
放
置
自
転
車
を

無
く
し
ま
し
ょ
う

無
く
し
ま
し
ょ
う

水
道
管
の
凍
結
に
ご
用
心

水
道
管
の
凍
結
に
ご
用
心

55
分
早
く
自
宅
を
出
発
！　

決
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
輪
を
！

分
早
く
自
宅
を
出
発
！　

決
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
輪
を
！

　

近
ご
ろ
駅
周
辺
に
は
、
道
路
に
は
み
出
し

て
止
め
ら
れ
て
い
る
多
く
の
放
置
自
転
車
が

見
ら
れ
ま
す
。
自
転
車
は
、
決
め
ら
れ
た
場

所
に
駐
輪
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
自
分
の
1
台
だ
け
な
ら
止
め
て
も
構
わ

な
い
だ
ろ
う
」「
他
の
人
た
ち
も
止
め
て
い

る
か
ら
止
め
て
も
い
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
軽

い
気
持
ち
で
、
自
転
車
を
放
置
す
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
1
台
の
放
置
自
転
車
が
2
台
、

3
台
と
放
置
自
転
車
を
増
や
す
も
と
に
な
り

ま
す
。

　

道
路
な
ど
に
不
法
に
駐
輪
す
る
と
、
一
般

の
自
動
車
や
緊
急
自
動
車
、
歩
行
者
の
通
行

の
妨
げ
と
な
り
、
非
常
に
危
険
で
す
。

　

電
車
の
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
か
ら
改
札

近
く
に
自
転
車
を
止
め
て
い
る
と
い
う
人
は
、

少
し
早
く
自
宅
を
出
発
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う

す
れ
ば
、
自
転
車
駐
車
場
に
止
め
る
時
間
の

余
裕
が
で
き
ま
す
。

　

皆
で
協
力
し
て
放
置
自
転
車
の
な
い
安
全

で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

寒
く
な
る
と
水
道
管
の
水
が
凍
っ
て
出
な
く
な
っ
た
り
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
り
す
る
事

故
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
凍
結
防
止
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

布、新聞紙など

メーターボックス
上にダンボールな
どをのせて保温

保温チュー
ブや布など

はだか
水道管

熱湯はダメ！

凍
結
防
止
の
方
法
を
紹
介

凍
結
防
止
の
方
法
を
紹
介
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事
業
所
ご
み
の
減
量
・
分
別
を

事
業
所
ご
み
の
減
量
・
分
別
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

徹
底
し
ま
し
ょ
う

　

清
掃
工
場
に
搬
入
さ
れ
る
事
業
所
か
ら
の

も
え
る
ご
み
の
中
に
は
、
資
源
ご
み
が
多
く

混
同
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
き
ち
ん
と
分
別

さ
れ
て
い
な
い
ご
み
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

事
業
者
の
責
務

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

第
3
条
の
中
で
、
事
業
者
に
は
次
の
責
務
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
を
自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処
理
す

る
。

廃
棄
物
の
再
生
利
用
な
ど
を
行
う
こ
と
で

そ
の
減
量
に
努
め
る
。

廃
棄
物
の
減
量
そ
の
他
そ
の
適
正
な
処
理

の
確
保
な
ど
に
関
し
国
や
地
方
公
共
団
体

の
施
策
に
協
力
す
る
。

事
業
者
は
ご
み
の
分
別
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い

　

事
業
者
は
も
え
る
ご
み
と
資
源
ご
み
と
を

き
ち
ん
と
分
別
し
て
清
掃
工
場
へ
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、
資
源

物
回
収
業
者
で
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
状
況
に
応
じ
て
資
源
回
収
業
者

が
有
料
で
買
い
取
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

資
源
回
収
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

清
掃
工
場
（
環
境
管
理
課
）

☎
33
・
5
0
0
3

防
災
用
放
送
設
備
を
設
置

防
災
用
放
送
設
備
を
設
置

大
災
害
時
に
迅
速
な
情
報
提
供

大
災
害
時
に
迅
速
な
情
報
提
供

総
務
課
安
全
防
災
係

☎
34
・
2
0
5
9

　

大
規
模
災
害
時
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
緊

　

大
規
模
災
害
時
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
緊

急
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
町
で
は
、
避
難

急
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
町
で
は
、
避
難

所
や
公
園
な
ど
公
共
施
設
を
中
心
と
し
た

所
や
公
園
な
ど
公
共
施
設
を
中
心
と
し
た

4646
ヵ
所
に
高
さ
約

ヵ
所
に
高
さ
約
1515
㍍
の
支
柱
を
設
置
し
、

㍍
の
支
柱
を
設
置
し
、

デ
ジ
タ
ル
無
線
機
の
付
い
た
ス
ピ
ー
カ
ー
を

デ
ジ
タ
ル
無
線
機
の
付
い
た
ス
ピ
ー
カ
ー
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
洪
水
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
、

　

地
震
や
洪
水
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
、

避
難
情
報
な
ど
の
緊
急
を
要
す
る
情
報
を
速

避
難
情
報
な
ど
の
緊
急
を
要
す
る
情
報
を
速

や
か
に
放
送
し
ま
す
。

や
か
に
放
送
し
ま
す
。

　

こ
の
設
備
は
、
有
線
放
送
と
は
異
な
り
無

　

こ
の
設
備
は
、
有
線
放
送
と
は
異
な
り
無

線
で
情
報
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
災

線
で
情
報
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
災

害
で
も
断
線
に
よ
る
不
通
の
恐
れ
が
な
く
、

害
で
も
断
線
に
よ
る
不
通
の
恐
れ
が
な
く
、

災
害
時
の
迅
速
な
情
報
伝
達
が
行
え
る
な
ど

災
害
時
の
迅
速
な
情
報
伝
達
が
行
え
る
な
ど

災
害
に
強
い
放
送
設
備
で
す
。

災
害
に
強
い
放
送
設
備
で
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
、
迅
速
な
情
報
提
供
手
段
の
一
つ
と
し
て

め
、
迅
速
な
情
報
提
供
手
段
の
一
つ
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
缶
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

※
飲
料
の
自
販
機
を
設
置
し
て
い
る
事

業
所
で
は
納
入
業
者
に
引
き
取
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
雑
誌
（
本
、
雑
誌
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）、
古
着

■
新
聞
（
広
告
を
含
む
）、
紙
パ
ッ
ク

次
の
品
目
は
資
源
ご
み
で
す

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
民
保
険
課
国
保
医
療
・
年
金
係

☎
34
・
2
0
9
7

※
医
療
機
関
に
健
診
日
時
を
確
認
の
う
え
、

受
診
券
、
質
問
票
、
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
の
送
付

　

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
た
人
に
は
受
診

日
の
約
2
ヵ
月
後
に
結
果
通
知
表
を
送
付
し

ま
す
。（
医
療
機
関
か
ら
の
報
告
時
期
の
関

係
で
2
ヵ
月
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

　

健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
必

要
な
人
に
は
保
健
指
導
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

改
善
の
必
要
性
が
高
い
人
か
ら
順
に
、
積
極

的
支
援
・
動
機
づ
け
支
援
の
対
象
で
す
。「
特

定
保
健
指
導
の
ご
案
内
」
を
健
診
結
果
と
と

も
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
保
持
増
進
に

　

町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険
者
の
生

活
習
慣
病
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
の
医
学
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

4040
〜〜
7474
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

健
康
状
態
を
継
続
的
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

健
康
を
保
持
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

人
間
ド
ッ
ク
や
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
場
合

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

人
間
ド
ッ
ク
…
❶
〜
❻
の
要
件
を
満
た
す
人

脳
ド
ッ
ク
…
❶
〜
❸
の
要
件
を
満
た
す
人

❶
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者

（
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日
の
前
日
ま

で
）

❷
申
請
日
時
点
で
、
過
去
1
年
間
引
き
続
き

被
保
険
者
の
資
格
が
あ
る
こ
と

❸
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

❹
受
診
す
る
年
度
に
特
定
健
康
診
査
を
受
診

し
て
い
な
い
こ
と

❺
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
を
特
定
健
康
診

査
・
保
健
指
導
に
利
用
す
る
こ
と
に
同
意

し
提
出
す
る
こ
と

❻
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
、

当
該
指
導
を
受
け
る
こ
と

申
請
方
法

　

受
診
前
に
、
住
民
保
険
課
国
保
医
療
・
年

金
係
へ
助
成
金
交
付
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ

特
定
健
康
診
査
の
実
施
期
間
が

終
了
し
ま
す

ま
だ
の
人
は
今
月
中
の
受
診
を

　

実
施
期
間
が
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
に
は
平
成
23
年
5
月
末
に
受

診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
人
は
今
月
中
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

場
所

　

町
内
ま
た
は
県
内
の
健
診
実
施
機
関

1
月
末
ま
で

期
間

5
0
0
円

費
用

種別 助成額

人間ドック
受診料の7割の額（100円未満切り捨て）
上限…20,000 円

脳ドック
受診料の7割の額（100円未満切り捨て）
上限…21,000 円

人間ドック・脳ドックの費用助成額
（年度にそれぞれ 1回のみ）

※オプションで検査した項目については、
助成の対象外です。

受診前に申請
が必要です
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施　　設　　名 業務開始日
町役場

1月 4日㈬

浄水場（上下水道部）
1月 4日㈬

保健センター 1月 4日㈬
田原本青垣生涯学習センター（公民館、図書館、
弥生の里ホール、唐古・鍵考古学ミュージアム）

1月 5日㈭

ふれあいセンター 1月 5日㈭
さわやか交流センター 1月 5日㈭
老人福祉センター 1月 5日㈭
中央体育館　健民運動場　中央体育館庭球場
第一体育館　第二体育館

1月 5日㈭

町民ホール 1月 5日㈭
イベント広場（コミュニティホール、屋外ステージ） 1月 5日㈭
えのき広場グラウンドゴルフ場 1月 2日㈪
笠縫駅前自転車駐車場 1月 4日㈬
田原本駅前自転車駐車場 年中無休

休業中の戸籍の届出は管理室（町役場西側玄関左）へ。

休業中の漏水などの連絡は☎ 32-2516 へ。

年始の業務案内町役場

問　清掃工場（環境管理課）☎ 33-5003

開始日 1月4日㈬ 開始日 1月6日㈮
ごみの収集・持ち込み し尿くみとり

始動日 1月4日㈬ 問　住民保険課☎ 34-2087

自動交付機（住民票・印鑑証明書）

動物愛護センター（宇陀市）☎ 0745-83-2631

犬の捕獲、犬・猫の引き取り開始日 1月10日㈫
　犬・猫を飼っている人は、終生にわたり適正に飼養するように
努め、無計画に産まれた子犬、子猫の安易な引き取りを避けてく
ださい。
問　保健センター☎ 33-8000

犬の捕獲、犬・猫の引き取り

※必ず保険証をお持ちください。重症や救急の場合は 119 番へ。

診療所名 磯城休日応急診療所 橿原市休日夜間応急診療所
場所 保健センター（東館） 橿原市畝傍町９の１

診療日
日曜日・祝日、12月 29日
㈭～平成 24年 1月 3日㈫

毎日

診療時間
午前 10時～正午
午後 0時 40分～ 4時

午後 9時 30分～
翌午前 6時

診療科目 内科、小児科 小児科
問 ☎ 33-8000 ☎ 22-9683

応急診療所

い
。

※
ド
ッ
ク
受
診
後
の
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

被
保
険
者
証
、
印
鑑

※
平
成
23
年
4
月
1
日
以
降
に
申
請
し
た
人

で
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
、

住
民
保
険
課
国
保
医
療
・
年
金
係
へ
請
求

に
来
て
い
な
い
人
は
3
月
31
日
ま
で
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
額
の

お
知
ら
せ

必
要
な
人
は
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い

　

確
定
申
告
な
ど
の
た
め
に
国
保
税
の
納
付

済
み
額
を
知
り
た
い
場
合
、
住
民
保
険
課
国

保
医
療
・
年
金
係
で
、
平
成
23
年
1
月
か
ら

12
月
に
納
付
し
た
額
を
記
載
し
た
「
国
民
健

康
保
険
税
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」
を
お
渡
し

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
お
知
ら
せ
が
必
要
な
人
は
被
保
険
者

証
・
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
な
ど
の
社
会
保
険
料
控

除
に
は
、
国
保
税
の
納
付
証
明
書
を
添
付
す

る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
お
知
ら
せ
も

納
付
を
証
明
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

注
意

　

平
成
23
年
12
月
下
旬
に
納
付
し
平
成
24
年

1
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
を
受
け
取
り
に
来
る

場
合
、
12
月
下
旬
の
納
付
が
確
認
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
12
月
下
旬
に
納
付
し
た

領
収
書
（
口
座
振
替
の
場
合
は
引
き
落
と
し

が
記
載
さ
れ
た
通
帳
）
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

お
持
ち
に
な
ら
な
い
と
、
そ
の
納
付
分
の

額
を
お
知
ら
せ
に
含
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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暮
ら
し
・
環
境

年
金
・
保
険

健
康
・
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祉

子
育
て
・
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ま
ち
づ
く
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催
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・
講
座

募
集
・
就
職

お
知
ら
せ

「
古
事
記
の
ふ
る
さ
と
田
原
本
」

「
古
事
記
の
ふ
る
さ
と
田
原
本
」

写
真
展

写
真
展

　

平
成

　

平
成
2424
年
は
、
古
事
記
が

年
は
、
古
事
記
が
太太お

お
の
や
す
ま
ろ

お
お
の
や
す
ま
ろ

安
万
侶

安
万
侶
にに

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
1
3
0
0

1
3
0
0
年
に
な
り

年
に
な
り

ま
す
。
町
観
光
協
会
で
は
、
記
念
事
業
と
し

ま
す
。
町
観
光
協
会
で
は
、
記
念
事
業
と
し

て
町
内
の
古
事
記
ゆ
か
り
の
地
で
撮
影
し
た

て
町
内
の
古
事
記
ゆ
か
り
の
地
で
撮
影
し
た

写
真
を
展
示
し
ま
す
。

写
真
を
展
示
し
ま
す
。

主
催　

町
観
光
協
会

協
力

▼
写
友
会
し
き

▼
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

　
「
磯
城
の
み
ち
」

問
い
合
わ
せ

▼
町
観
光
協
会
事
務
局
（
産
業
観
光
課
内
）

　

☎
34
・
2
0
8
0

▼
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
磯
城
の
里
」

　

☎
33
・
4
5
6
0
（
火
曜
日
は
休
み
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

1
日
10
日
㈫
〜
31
日
㈫

期
間

場
所

町
役
場
1
階
ア
ト
リ
ウ
ム

平
成
平
成
2424
年
は
古
事
記
編
纂

年
は
古
事
記
編
纂
1
3
0
0

1
3
0
0
年年

平
成
平
成
2424
年年

経
済
セ
ン
サ
ス

経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
に
ご
協
力
を

活
動
調
査
に
ご
協
力
を

　

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
は
、
暮
ら
し
や

　

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
は
、
暮
ら
し
や

地
域
な
ど
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
あ
な

地
域
な
ど
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
あ
な

た
の
お
店
、
あ
な
た
の
会
社
に
つ
い
て
お
伺

た
の
お
店
、
あ
な
た
の
会
社
に
つ
い
て
お
伺

い
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

い
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

正
確
な
統
計
を
つ
く
る
た
め
に
、
調
査
へ

　

正
確
な
統
計
を
つ
く
る
た
め
に
、
調
査
へ

の
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
す
べ
て
の
企
業
、

す
べ
て
の
事
業
者
が
対
象

　

調
査
票
は
、

　

調
査
票
は
、
11
月月
3131
日
ま
で
に
お
届
け
し

日
ま
で
に
お
届
け
し

ま
す
。

ま
す
。
22
月月
11
日
以
降
に
提
出
を
お
願
い
し

日
以
降
に
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
く
基
幹
統

計
調
査
で
、
調
査
票
に
記
入
し
て
提
出
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
内
容
は
統
計
作
成
の
目
的
以

外
（
税
の
資
料
な
ど
）
に
は
、
絶
対
に
使

用
し
ま
せ
ん
。

日
本
経
済
の
「
い
ま
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い

日
本
経
済
の
「
い
ま
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い

調
査
票
の
配
付
方
法

①
支
社
な
ど
の
な
い
事
業
所
な
ど

①
支
社
な
ど
の
な
い
事
業
所
な
ど

　

調
査
員
が
直
接
伺
い
、
調
査
票
を
配
布
、

　

調
査
員
が
直
接
伺
い
、
調
査
票
を
配
布
、

回
収
し
ま
す
。

回
収
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
、
統
計
調
査
員
証
を
携
帯
し
て

※
調
査
員
は
、
統
計
調
査
員
証
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

②
支
社
な
ど
が
あ
る
企
業
な
ど

②
支
社
な
ど
が
あ
る
企
業
な
ど

　

国
や
県
が
、
民
間
事
業
者
を
通
じ
て
本
社

　

国
や
県
が
、
民
間
事
業
者
を
通
じ
て
本
社

な
ど
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
イ
ン
タ
ー

な
ど
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送
で
回
答
し
て
い
た
だ

ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送
で
回
答
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

き
ま
す
。

秘
書
広
報
課
広
報
統
計
係

☎
34
・
2
0
6
9

22月1日㈬
基準日は

です。
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税
な
ど

暮
ら
し
・
環
境

年
金
・
保
険

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

ま
ち
づ
く
り

催
し
・
講
座

募
集
・
就
職

お
知
ら
せ

無 料 相 談 コ ー ナ ー
町の各施設で、さまざまな相談に応じています。

　家庭問題、財産など生活上の悩みの相談
日時＝毎週木曜日　午後 1時～ 4 時（1 月 5 日
は休み）
場所＝保健センター（東館）2階
担当＝民生児童委員ほか
問　町社会福祉協議会（保健センター東館内）
　　☎ 34-2118

心配ごと相談（予約制※空きがあれば当日可）　簿記会計の相談や国税に関する一般的な税務相談
日時＝1月18日㈬午後1時～4時（1人30分以内）
場所＝町役場 1階 103 相談室
対象＝税理士に依頼していない人
担当＝近畿税理士会桜井支部所属の税理士
申込＝税務課課税第一係☎ 34-2112
問　近畿税理士会桜井支部（杉本幸弘税理士事務所
内）☎ 43-4521

無料税務相談（電話予約制）

　集団生活に適応が困難な幼児、小・中学生と保
護者のための相談
日時＝毎週水・金曜日　午前 10時～午後 4時
場所＝青垣生涯学習センター総合事務室
担当＝社会教育指導員
問　 青垣生涯学習センター（生涯教育課）
　　☎ 32-6193

やすらぎ相談室　通常相談（予約制）

　自分の子どもや地域の青少年にかかわる悩みの
相談
日時＝毎週水・金曜日　午前 10時～午後 4時
場所＝青垣生涯学習センター総合事務室
担当＝社会教育指導員
問　青垣生涯学習センター（生涯教育課）
　　☎ 32-6193

青少年悩みごと相談（予約制）

　集団生活に適応が困難な幼児、小・中学生と保
護者、学級担任、関係教員のための専門的な相談
日時＝ 1月 25日㈬午前 10時～午後 4時
場所＝青垣生涯学習センター総合事務室
担当＝臨床心理士
問・予約　1月 18 日㈬までに、 青垣生涯学習セ
ンター（生涯教育課☎ 32-6193）へ。

やすらぎ相談室　特別相談（予約制）

　住宅の新築・リフォーム（耐震化・バリアフリ
ー）などの相談
日時＝ 1月 20日㈮午後 1時 30分～ 4 時 30 分
　　　（１人 45分以内）
場所＝町役場 1階 102 会議室
対象＝町内在住者、町内に土地または家屋を所有
　　　する人（定員 4人先着順）
担当＝建築士などの専門アドバイザー
問　 まちづくり推進室☎ 34-2085

住宅無料相談（予約制※空きがあれば当日可）

　人権問題に関する相談
日時＝ 1月 19日㈭午後 1時～ 4 時
場所＝町役場 2階 201 会議室
担当＝人権擁護委員
問　 住民保険課☎ 34-2087

人権相談

　弁護士による法律相談
日時＝ 1月 19日㈭午後 1時～ 4 時
場所＝町役場 2階 202 相談室
定員＝ 6人
問・申込＝ 1 月 4 日㈬から、住民保険課（☎
34-2087）へ。

無料法律相談（予約制）

　国の行政についての不満、要望などの相談
日時＝ 1月 19日㈭午後 1時～ 4 時
場所＝町役場 2階 201 相談室
担当＝行政相談委員
問　 住民保険課☎ 34-2087

行政相談

　弁護士による法律相談
日時＝ 2月 3日㈮午後 1時～ 4 時
場所＝町役場 2階 202 相談室
相談時間＝ 1人 30分程度
問・申込＝ 1月 27 日㈮午前 9時 30 分から、奈
良弁護士会（☎ 0742-22-2035）へ。中南和各
地でも相談を実施していますので、詳細はお問い
合わせください。

中南和法律相談センター（予約制）
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暮
ら
し
・
環
境

暮
ら
し
・
環
境

木
造
住
宅
の

無
料
耐
震
診
断
（
2
次
募
集
）

〜
受
付
は
1
月
31
日
㈫
ま
で
〜

　

町
で
は
木
造
住
宅
の
所
有
者
に
よ
る
耐
震

化
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
木
造

住
宅
の
耐
震
診
断
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

本
町
に
存
す
る
延
べ
床
面
積
が
お
お
む
ね

2
5
0
平
方
㍍
以
下
で
、
地
階
を
除
く
階
数

が
2
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅
（
在
来
軸
組

工
法
の
建
築
物
…
柱
、
梁は

り

、
筋
か
い
な
ど
で

軸
組
を
形
成
す
る
も
の
）

※
一
戸
建
て
の
長
屋
・
共
同
住
宅
や
居
住
部

分
の
延
べ
床
面
積
が
全
体
の
2
分
の
1
以

上
の
兼
用
住
宅
を
含
む
。

対
象
者　

対
象
住
宅
の
所
有
者

※
共
有
の
建
築
物
の
場
合
は
、
共
有
者
全
員

に
よ
り
合
意
さ
れ
た
代
表
者

※
賃
貸
住
宅
や
借
家
な
ど
の
場
合
は
、
当
該

賃
貸
借
人
全
員
の
合
意
を
得
た
も
の

費
用　

無
料

募
集
件
数　

7
件
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
住
宅
で
あ
る
か
確
認

し
ま
す
の
で
、
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

❶
住
宅
の
所
有
者
が
確
認
で
き
る
書
類

❷
住
宅
の
建
築
時
期
が
確
認
で
き
る
書
類

❸
住
宅
の
位
置
図
、
外
観
写
真

戸
別
訪
問
に
よ
る
勧
誘
は
行
い
ま
せ
ん

　

町
の
耐
震
診
断
助
成
事
業
で
は
、
戸
別
訪

問
な
ど
に
よ
る
勧
誘
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
☎
34
・
2
0
8
5

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

♥子
ど
も
手
当
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

特
別
措
置
法
の
成
立
に
よ
り
平
成
23
年
10

月
か
ら
子
ど
も
手
当
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
10
月
以
降
も
手
当
を
受
け
取

る
た
め
に
は
認
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。（
10
月
下
旬
に
書
類
を
送
付
し
て
い
ま

す
）

3
月
30
日
ま
で
に
必
ず
申
請
を
！

　

3
月
30
日
ま
で
に
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、

平
成
23
年
10
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
以
降
は
申
請
の
あ
っ
た
日
の
翌
月
分
か
ら

の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
し
て

い
な
い
人
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
１
月
31
日
ま
で
に
申
請
が
な
い
場

合
、
平
成
24
年
2
月
の
支
給
が
遅
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
保
護
者
な
ど
が
公
務
員
の
場
合
は
、
勤
務

先
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
　

☎
34
・
2
0
9
8

子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

わ
い
わ
い
タ
イ
ム
③
（
宮
森
保
育
園
）

お
楽
し
み
シ
ア
タ
ー

　

い
ろ
い
ろ
な
お
話
し
を
聞
い
た
り
、
保
育

園
の
給
食
を
食
べ
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

2
月
21
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

宮
森
保
育
園

内
容　

大
型
紙
芝
居
な
ど
の
お
話
し
を
楽
し

ん
だ
あ
と
、
保
育
園
の
給
食
を
親
子
で
食
べ

ま
す
。

対
象　

平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成
22
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

定
員　

10
組
（
申
込
順
）

参
加
費　

7
0
0
円

持
ち
物　

手
ふ
き
タ
オ
ル

問
・
申
込　

１
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮
の
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
に
、
宮
森
保
育
園
（

0
1
2
0
・
7ナ
ヤ

ミ
8
3
・
1イ
ク

ジ
9
4
）
へ
電
話
で
。

もえるごみ特別収集日のお知らせ

1 月 9日㈪の
「成人の日」は
もえるごみの
特別収集を行います
　もえるごみの収集日が月・木曜日の地域の
人は、午前 8時 30 分までに所定の集積場へ
ごみを出してください。
　またこの日は、通常通り清掃工場にごみを
持ち込めます。

ごみの持込は有料です

持込時間　午後 1時～ 4時（通常どおり）

種　別 単　位 手数料
事業系一般廃棄ごみ 10㎏ごと 130 円
一般家庭ごみ 10㎏ごと 50円
※ 10㎏未満は、10㎏とみなします。

清掃工場（環境管理課） ☎ 33-5003



☎ 0744・32・2901
町役場の代表電話番号

☎ 0744・32・2901
町役場の代表電話番号
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催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

第
6
回
町
観
光
協
会
歴
史
講
座

日
時　

2
月
4
日
㈯
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

場
所　

町
民
ホ
ー
ル
（
町
役
場
西
側
）

演
題　
「
倭わ
じ
ん
で
ん

人
伝
」
と
考
古
学

　
　
　

－

女じ
ょ
お
う
の
み
や
こ
と
す
る
と
こ
ろ

王
之
所
都

－

は
ど
こ
か

講
師　

寺て
ら
さ
わ澤
薫か

お
るさ
ん
（
桜
井
市
纒
向
学
研
究

セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
顧
問
）

定
員　

1
5
0
人
（
申
込
不
要
・
先
着
順
）

参
加
費　

2
0
0
円

　
　
　
　
（
観
光
協
会
会
員
＝
1
0
0
円
）

問　

町
観
光
協
会
事
務
局（
産
業
観
光
課
内
）

　
　

☎
34
・
2
0
8
0

た
ん
ぽ
ぽ
運
動

（
歯
磨
き
指
導
・
フ
ッ
化
物
塗
布
）

　

県
歯
科
医
師
会
で
は
、「
た
ん
ぽ
ぽ
運
動
」

の
愛
称
で
、
歯
の
健
康
普
及
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

日
時　

3
月
8
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

場
所　

公
民
館
2
階
研
修
室

　
　
　
（
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

内
容　

歯
科
健
診
、
フ
ッ
化
物
塗
布
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
体
験
、
顕
微
鏡
に
よ
る
む
し
歯
の

観
察
、
希
望
す
る
保
護
者
に
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
歯
の
清
掃
（
所
要
時
間
30
分
）

対
象　

３
歳
児
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護

者
１
０
０
組
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
あ
ま
り
に
嫌
が
る
お
子
さ
ん
に
は
、
実
施

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

費
用　

無
料

申
込
方
法　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
枚
の
往

復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
（
保
護
者
・
子

ど
も
）・
子
ど
も
の
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
2
月
10
日
㈮
ま
で
に
次
の
申
込
先
へ
。

問
・
申
込
先　

奈
良
県
歯
科
医
師
会
「
た
ん

ぽ
ぽ
運
動
係
」（
〒
6
3
0
・
8
0
0
2　

奈

良
市
二
条
町
2
の
9
の
2
／
☎
0
7
4
2
・

33
・
0
8
6
1
）

自
助
具
（
動
作
を
手
助
け
す
る

道
具
）
製
作
体
験
講
座

日
時　

1
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

場
所　

県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
県
営
福
祉
パ
ー
ク
）

内
容　

点
眼
エ
イ
ド
（
目
薬
を
セ
ッ
ト
し
、

パ
イ
プ
の
枠
を
顔
に
当
て
、
ボ
タ
ン
を
押
す

と
一
滴
垂
れ
ま
す
。
手
の
震
え
な
ど
が
あ
っ

て
も
、
う
ま
く
さ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
）

定
員　

8
人
（
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選
）

材
料
費　

5
0
0
円

※
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
持
ち
帰
れ
ま
す
。

申
込
方
法　

1
月
14
日
㈯
ま
で
に
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
話
で
次
の
申
込
先
へ
。

問
・
申
込
先　

奈
良
県
介
護
実
習
・
普
及
セ

ン
タ
ー
（
〒
6
3
6
・
0
3
4
5
多
7
2
2

／
☎
32
・
8
8
4
8
／
FAX
34
・
2
8
0
0
）

福
祉
作
業
所
の

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

　

田
原
本
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
は
、
地

域
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
作
業
生
が
無
農

薬
茶
や
リ
サ
イ
ク
ル
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

日
時　

1
月
31
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

問
・
場
所　

田
原
本
町
福
祉
作
業
所
☎
33
・

5
8
2
4
（
千
代
1
2
2
1
の
1
）

税務課徴収収納係 ☎ 34-2111

納期限 1月31日㈫
種 類 ◎町県民税（第４期分）

◎国民健康保険税（第７期分）
◎介護保険料（第７期分）　
◎後期高齢者医療保険料（第７期分）

　この制度を利用すると、指定した金融機関の
口座から自動的に振り替えて納付されます。納
め忘れがなく、現金を持ち歩く必要もないため、
安全で便利です。
　利用手続きは、納期限の 1ヵ月前までにし
てください。
※口座振替（自動払込）制度による納付の場合
は、領収書は発行していません。引き落としの
確認は、通帳の記帳によりお願いします。なお、
車検のある軽自動車税については、「継続検査
用証明書」を送付します。

安全で便利な口座振替（自動払込）制度

夜間の納付（相談）窓口開設

場所 税務課

　平日仕事などで忙しく町税（介護保険料・後
期高齢者医療保険料も含む）を納めることがで
きない人のために、夜間に納付（相談）窓口を
開設していますので、ぜひご利用ください。

日時 1 月 5日㈭・26日㈭・31日㈫
2月 2日㈭
午後 5時 15分～ 9時

1 月の納付 （普通徴収分）



情報ホットライン
田原本町からのおしらせ

情報ホットライン
田原本町からのおしらせ
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ふれあい朝市運営委員会事務局ＪＡならけん川東支店☎ 32-2181　産業観光課農政係☎ 34-2080

売り切れ次第終了

1月28日（毎月第 4 土曜日）（毎月第 4 土曜日）

午前 8時 30 分～

田原本駅前広場田原本駅前広場（近鉄田原本駅西口） （近鉄田原本駅西口） 

ふれあ
い

ふれあ
い 朝  市

津島神社

浄照寺駅
前
広
場
は
こ
こ
！ 田原本駅

西田原本駅

12 月から、開催場所が変更になりました。

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

日
時　

2
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原

　
　
　

3
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
橿
原
市
）

相
談
内
容　

登
記
、
人
権
、
戸
籍
、
供
託
、

公
証
（
遺
言
な
ど
）
相
談

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

そ
の
他　

当
日
は
、
相
続
登
記
と
成
年
後
見

の
講
演
会
を
併
設
し
ま
す
。

問
・
予
約　

奈
良
地
方
法
務
局
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
2
・
23
・
5
5
3
4

若
者
対
象

就
職
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
就
職
活
動
の

コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
参
加
型
の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

日
時
／
内
容　

▼
1
月
12
日
㈭
／
自
己
理
解

▼
1
月
19
日
㈭
／
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

▼
1
月
27
日
㈮
／
実
践
に
役
立
つ
！
面
接
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
！

時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

　
　
　
（
エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
／
奈
良
市
）

対
象　

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
人
（
30
代
後

半
の
不
安
定
就
労
者
を
含
む
）

定
員　

各
回
約
10
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

各
回
前
日
ま
で
に
、
セ
ミ
ナ
ー

名
・
開
催
日
･
居
住
地
の
市
町
村
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
を
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
次
の
申
込
先
へ
。

問
・
申
込
先　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

　

☎
0
7
4
2
・
23
・
5
7
3
0

　

FAX
0
7
4
2
・
23
・
5
7
5
7

不
動
産
無
料
相
談
会

日
時　

2
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所　

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル
3
階
会
議
室

　
　
　
（
橿
原
市
）

内
容　

土
地
有
効
活
用
、
建
築
、
借
地
借
家
、

税
務
、
売
買
、
贈
与
と
相
続
、
売
買
・
賃
貸

な
ど
諸
問
題
を
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

問
・
申
込　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奈
良
県
不
動
産

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会
（
☎
0
7
4
2
・

41
・
7
4
4
3
）
へ
電
話
で
。

募
集
・
就
職

募
集
・
就
職

臨
時
職
員
（
清
掃
工
場
）

任
用
資
格　

18
歳
以
上
（
平
成
24
年
4
月
1

日
現
在
）
で
、
職
務
遂
行
に
耐
え
ら
れ
る
体

力
と
一
般
常
識
を
有
す
る
人

業務
内容

募集
人数

勤務時間

一般廃棄物
の収集運搬
業務

若干名
午前 8時 30分～
午後 5時 15分

一般廃棄物
の焼却業務

若干名

午前 8時 30分～
午後 5時 15分／
午後 0時 45分～
9時 30分の二交
代制

任
用
期
間　

4
月
2
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
25
年
3
月
31
日

給
与
な
ど　

15
万
2
6
0
0
円
（
月
額
）

※
こ
の
ほ
か
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
な
ど
が

そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。（
社
会
保
険
・
労
災
保
険
制
度
な
ど

あ
り
）

申
込
方
法　

清
掃
工
場
（
環
境
管
理
課
）
へ

履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に

面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、
本
人
が
履
歴
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間　

2
月
13
日
㈪
〜 

24
日
㈮

午
前
9
時
〜
正
午
／
午
後
1
時
〜
5
時（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

そ
の
他　

面
接
と
書
類
選
考
で
、
採
用
を
決

定
し
ま
す
。
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

問　

清
掃
工
場
（
環
境
管
理
課
）

　
　

☎
33
・
5
0
0
3



☎ 0744・32・2901
町役場の代表電話番号

☎ 0744・32・2901
町役場の代表電話番号
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イ ベ
ン ト 情 報

URL http://www.tawaramoto-aogaki.jp/
yayoi/event_infomation.html
☎ 34・7000

　県内の「太鼓が大好き！」な子どもたち 14チー
ム（予定）が、町に集います。
　元気な子どもたちから発せられる " 心からの響き
あい " をお楽しみいただき、その心地よさを体感し
てください！

1月22日㈰日　時

午後 0時 30 分開場　午後 1時開演

主　催 奈良県太鼓連盟奈良県太鼓連盟

奈良県子ども太鼓
フェスティバル 2012

入場
無料

後　援 町、町教育委員会町、町教育委員会

学
童
保
育
指
導
員

資
格　

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
第
38
条
に

規
定
す
る
児
童
の
遊
び
を
指
導
す
る
人
（
保

育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
な
ど
を
有
す

る
人
）

勤
務
場
所　

町
内
の
各
小
学
校

勤
務
時
間　

▼
平
日
＝
午
後
1
時
〜
6
時
30
分

▼
土
曜
日
と
長
期
休
暇
期
間
＝
午
前
8
時
〜

午
後
6
時
30
分
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）

賃
金　

8
5
0
円
〜
（
時
給
／
予
定
）

採
用
方
法　

試
験
（
一
般
教
養
）、
面
接

※
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

※
内
定
者
に
は
事
前
研
修
あ
り
。

試
験
日　

2
月
19
日
㈰
午
後
3
時
〜

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、作
文（
学

童
保
育
に
対
す
る
思
い
を
テ
ー
マ
に
原
稿
用

紙
4
0
0
字
以
内
）、
健
康
診
断
書
（
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
含
む
）

申
込
方
法　

2
月
14
日
㈫
ま
で
に
、
次
の
申

込
先
へ
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
で
。

問
・
申
込
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
す
こ
や

か
サ
ー
ク
ル
（
〒
6
3
2
・
0
0
4
4　

天

理
市
兵
庫
町
3
3
2
の
1
／
☎
0
7
4
3
・

20
・
2
8
1
3
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

磯
城
第
一
団
隊
員
の
募
集

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
は
、
仲
間
た
ち
と
自

然
の
中
で
遊
び
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
身
に
つ
け
て
、
よ
り
良
き
社
会
人
を
目
指

す
活
動
で
す
。

　

次
の
と
お
り
、
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

1
月
29
日
㈰
午
後
1
時
30
分
〜

場
所　

公
民
館
視
聴
覚
室

　
　
　
（
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

※
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
あ
り
。

対
象　

新
小
学
1
年
生
以
上
の
男
女

問　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
磯
城
第
1
団（
城
戸
）

　
　

☎
32
・
0
9
9
7

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　

平
成
24
年
4
月
か
ら
の
指
定
管
理
者
が
次

の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

施
設
名　

田
原
本
町
学
童
保
育
所　

指
定
管
理
者　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
す
こ
や
か
サ
ー
ク
ル

施
設
名　

田
原
本
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者　

社
会
福
祉
法
人
田
原
本
町
社
会
福
祉
協
議
会

問　

健
康
福
祉
課
☎
34
・
2
0
9
8

宮
古
保
育
園
を
民
営
化
し
ま
す

　

現
在
、
町
立
の
宮
古
保
育
園
の
運
営
を
社

会
福
祉
法
人
愛
和
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
4
月
か
ら
建
物
を
社
会
福
祉
法

人
愛
和
会
に
移
管
し
、
完
全
民
営
化
に
な
り

ま
す
。
今
ま
で
と
保
育
の
内
容
は
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

問　

健
康
福
祉
課
☎
34
・
2
0
9
8



情報ホットライン
田原本町からのおしらせ

情報ホットライン
田原本町からのおしらせ
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

平
成
24
・
25
年
度
競
争
入
札
等

参
加
資
格
者
の
登
録
申
請

　

田
原
本
町
（
町
長
部
局
･
教
育
委
員
会
･

上
下
水
道
部
）
が
発
注
す
る
「
建
設
工
事
」

「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
」「
物
品

製
造
等
」
の
競
争
入
札
な
ど
に
参
加
す
る
た

め
に
は
、
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

　

平
成
24
・
25
年
度
の
受
付
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

申
請
要
領
は
、
1
月
上
旬
か
ら
契
約
検
査

課
で
配
布
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
URL

http://w
w
w
.tow
n.taw

aram
oto.nara.jp

）

か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

資
格
の
有
効
期
間

平
成
24
年
4
月
1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日

申
請
期
間　

▼
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
…
2
月
1
日
㈬
〜
10
日
㈮
午
前
9
時
〜

正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時
（
た
だ
し
、
土
･

日
曜
日
を
除
く
）

▼
物
品
製
造
等
…
2
月
15
日
㈬
〜
24
日
㈮
午

前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時
（
た
だ

し
、
土
･
日
曜
日
を
除
く
）

※
申
請
期
間
以
外
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
申
請
期
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

問
・
申
請
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
で
契
約

　広く行政情報を公開し、事務事業の執行
の透明性を確保する一環として、工事など
の入札結果をお知らせします。

入札結果の公表

契約検査課 ☎ 34-2108

落札日 所轄課 委託名 場 所 落札業者 予定価格 落札金額
指名
業者数

11 月 21 日 建設課
橋梁長寿命化修繕
事業設計委託業務
（平野橋 ･寺川橋）

平野～佐味
秦庄～千代

㈱オリエンタル
コンサルタンツ
奈良事務所

8,528,100 7,507,500 10

■建設工事に伴う委託業務入札結果 （単位：円）

落札日 所轄課 工事名 場所 落札業者 予定価格 落札金額
指名
業者数

11 月 7日 総合政策課
唐古 ･鍵遺跡整備事業
水路改修工事

鍵 ㈱北林組 24,394,650 21,152,250 10

11月 21日 建設課
平成 23年度法貴寺
水路工事 1工区

法貴寺 ㈲津島工業 3,537,450 3,008,250 10

11月 22日 建設課
平成 23 年度唐古 ･ 鍵
用排水路改修工事

鍵  ㈱竹島組 16,027,200 14,036,400 9

11月 22日 建設課
平成 23年度 
多水路工事

多
浅井水道設
備商会

9,375,450 8,067,150 11

11月 22日 建設課
平成 23年度 
北八田用水路工事

八田 東洋建設 5,452,650 4,677,750 11

11月 22日 建設課
平成 23年度法貴寺
水路工事 2工区

法貴寺 牧野工務店 5,464,200 4,679,850 11

11月 22日 建設課
平成 23年度 
小阪農道工事

小阪 中和ポンプ 4,973,850 4,246,200 9

■建設工事入札結果 （単位：円）



☎ 0744・32・2901
町役場の代表電話番号

☎ 0744・32・2901
町役場の代表電話番号
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検
査
課
（
☎
34
・
2
1
0
8
）
へ
。

特
定
最
低
賃
金
の
改
定

　

特
定
最
低
賃
金
は
、
県
内
の
特
定
の
産
業

に
従
事
す
る
労
働
者
に
限
定
し
て
適
用
さ
れ

る
最
低
賃
金
で
す
。

は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、

業
務
用
機
械
器
具
製
造
業

時
間
額　

7
9
7
円

　
　
　
　
（
平
成
23
年
12
月
25
日
発
効
）

電
機
関
係
製
造
業

時
間
額　

7
9
7
円

　
　
　
　
（
平
成
23
年
12
月
25
日
発
効
）

※
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
発

東日本大震災義援金情報

受付期間　3 月 31 日㈯まで
　　　　　（各施設の休みを除く）
　　　　　午前 8時 30分～午後 5時 15分
義援金の受付窓口
健康福祉課（町役場 1階）　

募金箱の設置場所
健康福祉課（町役場 1階）　
生涯教育課（青垣生涯学習センター内）
図書館（青垣生涯学習センター内）
保健センター（西館）
ふれあいセンター

問　健康福祉課☎ 34-2098

　お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社奈
良県支部を通じて、被災地へお届けします。

　義援金に関しての詐欺行為が各地で発生してい　義援金に関しての詐欺行為が各地で発生してい
ますので、ご注意ください。ますので、ご注意ください。
　町役場や町共同募金委員会から電話や訪問など　町役場や町共同募金委員会から電話や訪問など
で個別に義援金をお願いすることはありません。で個別に義援金をお願いすることはありません。

　町と町共同募金委員会では、被災地への義援
金を次のとおり受け付けています。
　今後も継続的な援助が必要ですので、ご協力
をお願いします。

町役場

町共同募金委員会（町社会福祉協議会内）

　この義援金は、奈良県共同募金会を通じて、
中央共同募金会に送金され、被災者支援のため
に使われます。

受付期間　3 月 31 日㈯まで
　　　　　（各施設の休みを除く）
　　　　　午前 8時 30分～午後 5時 15分
義援金の受付窓口

町共同募金委員会（町社会福祉協議会内）
募金箱の設置場所
町社会福祉協議会（保健センター東館内）
ふれあいセンター

問　町共同募金委員会
　　（町社会福祉協議会内）☎ 34-2118

うち、11月分…10,000 円
累計金額…2,460,633 円

うち、11月分…2,803 円
累計金額…12,476,302 円

電
用
・
送
電
用
・
配
電
用
電
気
機
械
器
具
、

産
業
用
電
気
機
械
器
具
、
民
生
用
電
気
機

械
器
具
製
造
業
）

自
動
車
小
売
業

時
間
額　

7
9
7
円

　
　
　
　
（
平
成
23
年
12
月
25
日
発
効
）

木
材
・
木
製
品
、
家
具
・
装
備
品
製
造
業

（
製
材
熟
練
等
）

時
間
額　

8
1
6
円　

日
額　

6
5
2
7
円

　
　
　
　
（
平
成
元
年
1
月
25
日
発
効
）

奈
良
県
最
低
賃
金

時
間
額　

6
9
3
円

　
　
　
　
（
平
成
23
年
10
月
7
日
発
効
）

問　

奈
良
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

☎
0
7
4
2
・
32
・
0
2
0
6

　
　

桜
井
労
働
基
準
監
督
署

　
　

☎
42
・
6
9
0
1

善
意
銀
行
（
11
月
分
）

　

皆
さ
ん
か
ら
の
善
意
は
福
祉
の
増
進
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。

◇
匿
名
…
1
万
円

◇
中
島
茂
子
…
5
0
0
0
円

◇
田
原
本
町
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
…

3
万
円

◇
田
原
本
町
い
ち
い
が
し
…
5
0
0
0
円

◇
匿
名
…
2
0
0
0
円

◇
久
保
田
憲
仁
…
5
0
0
0
円

◇
匿
名
…
3
0
0
0
円

問　

田
原
本
町
善
意
銀
行
（
町
社
会
福
祉
協

議
会
内
）
☎
34
・
2
1
1
8

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
12
月
号
「
平
成
23
年
度
秋
季
総
合
競

技
大
会
結
果
」
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
中
学
２
年
生

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

正　

❷
伊
来
翔
大

誤　

❷
伊
来
翔
太

問　

中
央
体
育
館
（
生
涯
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
）
☎
33
・
5
8
8
2
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名 福
ふくにし

西 絆
はん な

那ちゃん
生 平成 22年 12 月 28 日
自 平野
コ ぱぱもままも大好きです♡

名 木
きのした

下 奈
な お

緒ちゃん
生 平成 22年 12 月 2日
自 南三笠
コ お姉ちゃんと仲良く、元気
に育ってね !!

名 松
まつだ

田 愛
あい な

花ちゃん
生 平成 22年 12 月 25 日
自 みどりの団地
コ 生まれてきてくれてありが
とう♡大好き♡愛花♡

名 奥
おくむら

村 皇
こう た

太ちゃん
生 平成 22年 12 月 13 日
自 八尾
コ パパとママの宝物！お兄
ちゃんと元気に育ってね。

地
域
で
活
動
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
、

広
報
紙
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

Ｖｏｌ．∞

　このコーナーでは、町内の各公共施設を利用して活動しているスポーツ団体や文化団体な
どを紹介します。申込方法など詳しくは、秘書広報課広報統計係（☎ 34-2069）へ。

絆
つながる人と人

　

広
報
た
わ
ら
も
と
で
は
、
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
を
紹
介
す
る
「
絆　

つ
な
が
る
人
と
人
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
活
動
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
団
体

❶
町
内
の
公
共
施
設
を
利
用
し
て
い
る

❷
定
期
的
に
活
動
し
て
い
る

❸
過
半
数
が
町
内
在
住
者
（
代
表
者
は
町
内

在
住
で
あ
る
こ
と
）

例　

小
・
中
学
校
な
ど
の
部
活
動
、
学
校
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

自
治
会
な
ど

※
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
や
公
益
を
害
す

る
恐
れ
の
あ
る
も
の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ

ん
。

申
込
方
法

　

情
報
コ
ー
ナ
ー
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

情
報
コ
ー
ナ
ー（
秘
書
広
報
課
広
報
統
計
係
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

活動データ

つながる人と人

Ｖｏｌ．1

集合写真

活動写真

活動日時

活動場所

人　　数

代　　表　

費　　用

電話番号

日ごろの活動内容や

目標、実績、活動の雰囲気などを

掲載します。

申込用紙への

記載事項から転記します。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

団
体
名

▲掲載のイメージ

秘
書
広
報
課
広
報
統
計
係

☎
34
・
2
0
6
9
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名 北
きたぐち

口 來
ら む

夢ちゃん
生 平成 22年 1月 21 日
自 小阪
コ 元気いっぱいで心の優しい
子になってね♡

名 西
にした

田 壮
そ ら

良ちゃん
生 平成 22年 12 月 17 日
自 宮古
コ これからも元気にすくすく
育ってネ！

名 丸
まるいし

石 麻
ま ほ

帆ちゃん
生 平成 22年 12 月 6日
自 阪手西
コ これからもいっぱい笑って
元気に育っていってね♡

Ｍｙ Ｈｏuｓｅ ＡｎｇｅｌＭｙ Ｈｏuｓｅ Ａｎｇｅｌ
　町内ですくすく育つ赤ちゃ
んを紹介します。
　10 ヵ月健康相談に広報担
当者が伺いますので、家族の
エンジェルを広報紙に掲載し
ませんか。（先着順で 7人）
名＝氏名　生＝生年月日
自＝自治会名　コ＝コメント

図書館だより
イベント情報

2011 年 3月11日、東日本大震災発生。
世間を震

しんかん

撼させる「ある事件」が、野田
一家に降りかかる。祖父・父・息子の３世
代が紡ぐ「未来」の物語。

震災後
福井晴敏著／小学館

今月の新刊

持ち重りする薔薇の花
丸谷才一著／新潮社

不倫あり、嫉妬あり、裏切りあり。元経
団連会長が語る、世界的弦楽四重奏団の
愛憎半ばする 30年。人生の味わいを描
き尽くす長篇小説。　

コーヒーもう一杯
平安寿子著／新潮社

恋人にふられ、会社では大失敗、人生の
ピンチに陥った未紀がひらめいたのは、
なんとカフェ開業。次々難題を片づけて、
なんとかオープンしたけれど…。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1 月

◇土曜日以外
午前 9 時 30 分～午後 5 時
◇土曜日
午前 9 時 30 分～午後 7 時

開
館
時
間

問 ☎ 32-0262

○は休み

日時 対象
1月7日㈯
午後2時～2時30分

4歳以上

1月14日㈯
午後2時～2時20分

3～4歳

1月21日㈯
午後2時～2時30分

5歳以上

2月4日㈯
午後2時～2時30分

4歳以上

　図書館職員とボランティアに
よる楽しいお話がいっぱいです。

場所　おはなしのへや

子どもおはなし会

アハメドくんのいのちのリレー
鎌田實著／集英社

パレスチナでイスラエル兵に誤射され、
脳死状態になった少年アハメド。彼の父
親は平和への願いを込め、イスラエル人
への臓器提供に同意する。

建礼門院徳子
鳥越碧著／講談社

平家一門の御霊を弔うために、洛北の里
でひっそりと暮らす建礼門院徳子。彼女
が強く惹かれた男は、我が子や一門を滅
ぼした仇敵・後白河法皇だった。

大人の折り紙教室
　竜（干支）の折り紙を作ります。
日時　1 月 19 日㈭　
　　　午前 10時～ 11時 30分
場所　公民館視聴覚室
　　　（青垣生涯学習センター内）
講師　乾宏子さん
　　　（日本折紙協会講師）
申込　1 月 7日㈯から図書館へ

ボランティア活動のため
の著作権講座
　ボランティアなどの活動に関わ
る著作権についての講座です。
日時　2 月 3日㈮　
　　　午後 2時～ 4時
場所　公民館研修室 1
　　　（青垣生涯学習センター内）
講師　南亮一さん
（国立国会図書館関西館職員）
申込　1 月 14 日㈯から図書館へ



■乳幼児のための健康相談・母と子の教室・相談

行事名 日程 対象  方法  ／ 内容
乳児健康診査
（4～ 5ヵ月児）

1 ／ 18㈬
受 13：00～ 13：30

平成 23年 8月生まれ
内内科診察、問診、身体計測、育児・発達・栄養（離
乳食）相談、絵本の読みきかせ　場保健センター

乳児健康相談
（10～ 11 ヵ月児）

1 ／ 18㈬
受 9：00～ 9：30

平成 23年 2月生まれ
内問診、身体計測、育児・発達・栄養・歯科相談
など　場保健センター

1 歳 6ヵ月児
健康診査

1 ／ 25㈬
受 13：00～ 13：30

平成 22年 6月 16日～
7月 15日生まれ

内内科・歯科診察、問診、身体計測、育児・発達・
栄養・歯科相談など　場保健センター

3 歳 6ヵ月児
健康診査

1 ／ 24㈫
受 13：00～ 13：30

平成 20年 5月 11日～
6月 10日生まれ

内内科・歯科診察、検尿、視力・聴力検査、問診、
身体計測、育児・発達・栄養・歯科相談など
場保健センター

赤ちゃんクッキング
※申込制

2 ／ 2㈭
受 13：00～ 13：30

生後 6ヵ月までの乳児

の保護者
内離乳食の作り方の指導など
申場保健センター

赤ちゃん体操教室
※申込制

1 ／ 17㈫、2／ 1㈬
受 9：15～ 9：30

乳児と保護者
内赤ちゃん向けの遊びを中心とした体操の紹介な
ど　定 30 人　申場保健センター

すこやか子ども相談
※時間予約制

1 ／ 19㈭
乳児から就学までの児
童と保護者

内保健師・栄養士などが子どもの発育、保育など
について相談を受けます。　申場保健センター

発達相談
※時間予約制

随時
発育 ･ 発達やことばの
遅れなどが心配な人　

内発達相談員による個別相談　申 場保健センター

予防接種町内委託医療機関
病院名 住所（自治会名） 電話番号

あまい医院 612（本町） ☎ 33-3215
植山医院 120（大門西） ☎ 32-2036
国保中央病院 宮古 404の 1 ☎ 32-8800
小阪内科クリニック※ 1 新町 52の 3 ☎ 32-2602
小嶌内科小児科 三笠 17の 8 ☎ 33-0933
坂根医院 矢部 337の 1 ☎ 34-3300
忠岡医院 秦庄 456（柳町）☎ 32-2629
辻クリニック 547（祇園町） ☎ 32-2258
てらかたクリニック 薬王寺 344の 1 ☎ 33-4108
殿村医院 新町 30の 1 ☎ 33-5420

根元整形外科眼科医院 秦庄 137の 1
（秦楽寺） ☎ 33-8211

病院名 住所（自治会名） 電話番号
久産婦人科内科 十六面 23の 1 ☎ 33-3110
松原医院 阪手 531（阪手根太） ☎ 32-2550
水野医院 183の 7（戎通 2） ☎ 32-2401
和久田耳鼻咽喉科 138の 1（幸町） ☎ 34-5266
森田整形外科医院
※ 2 251（室町 1） ☎ 32-8888

せと整形外科
たわらもと※ 2 小阪 88の 4 ☎ 35-4823

※1小阪内科クリニックは、ヒブ、小児用肺炎球菌を除く。
※ 2森田整形外科医院・せと整形外科たわらもとは、高
齢者インフルエンザ予防接種のみ。

子宮がん（頸部のみ）
平成   2 年 4月 2日～平成       3 年 4月 1日生まれ
昭和 60年 4月 2日～昭和 61年 4月 1日生まれ
昭和 55年 4月 2日～昭和 56年 4月 1日生まれ
昭和 50年 4月 2日～昭和 51年 4月 1日生まれ
乳がん
昭和 40年 4月 2日～昭和 41年 4月 1日生まれ
昭和 35年 4月 2日～昭和 36年 4月 1日生まれ
昭和 30年 4月 2日～昭和 31年 4月 1日生まれ
昭和 25年 4月 2日～昭和 26年 4月 1日生まれ
乳がん・子宮がん（頸部のみ）
昭和 45年 4月 2日～昭和 46年 4月 1日生まれ

無料クーポン券の対象者

　右記の対象者は、乳がん・子宮がんの検診が無料
で受けられます。対象者には平成 23年６月ごろに
無料クーポン券を郵送しています。
　無料クーポン券を使って検診をまだ受けていない
人は、この機会にぜひ受けてください。（実施期間：
平成 24年２月末日まで）また、転入や紛失などで
クーポン券をお持ちでない人は、保健センターまで
お問い合わせください。

乳がん・子宮がん検診無料
クーポン券で検診を受けよう
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1 月の健康カレンダー
問　保健センター☎ 33-8000　FAX33-8010
　　8：30 ～ 17：15（土・日曜日、祝日を除く）

町役場 寺
川 阪手北交差点

阪手交差点阪手交差点

保健センター（西館）
保健センター（東館）

磯城休日応急診療所

注 ＝注意受 申 ＝申込＝受付 費 ＝費用 場 ＝場所内 ＝内容 定 ＝定員

■乳幼児のための予防接種（各種予防接種の内容に関する相談は、保健センターへお問い合わせください）

接種名 日程 対象  方法  ／ 内容
ＢＣＧ
（結核）

1 ／ 12㈭、2／ 7㈫
受 13：30～ 13：50

生後 3ヵ月～
6ヵ月未満

内 1 回接種　場保健センター
注できるだけ早く受けましょう。

集団接種

（対象年齢は、平成 24年 3月 31日現在の年齢。70歳以上の人は無料）■成人のための検診・相談

検診名・行事名 日程 対象  方法  ／ 内容

乳がん個別検診
県内指定医療機関で
平成 24年 2月末日
まで
注受診票は保健セン
ターで発行していま
す。

40歳以上の女性
(2年に 1回の受診）
注妊娠中の人は対象外

内マンモグラフィ ( 費 2,000 円 ) 視触診 ( 費 800 円 )
注マンモグラフィと視触診はセット受診となります。
申場県内指定医療機関

子宮がん個別検診
20 歳以上の女性
(2年に 1回の受診 ) 
注妊娠中の人は対象外

内子宮頸部 ( 費 2,000 円 )　注医師が必要と認めた場
合、子宮頸部と体部がん検診 ( 費 2,900 円 )　
申場県内指定医療機関

健康なんでも相談
※申込制

随時 成人
内血圧、体脂肪測定、栄養・歯科相談など
申場保健センター

個別接種（町内委託医療機関で受付）
接種名 対象  方法  ／ 内容

三種混合
　ジフテリア
　百日咳
　破傷風

生後 3ヵ月～
7歳 6ヵ月未満

内 1 期初回（20～ 56日の間隔をあけて 3回接種）　1期追加（1期 3
回目終了後、1年～ 1年 6ヵ月の間に 1回接種）
申 場町内委託医療機関

二種混合 2期
　ジフテリア
　破傷風

小学 6年生
注対象者には、5月に予診票
を個別通知していますので、
ご確認ください。

内三種混合（1期）の免疫ができている人に 1回接種
　実施期間：平成 24年 3月 31日まで
注平成 23年度から町内委託医療機関での個別接種に変更になってい
ます。　申 場町内委託医療機関

麻しん風しん
（ＭＲ）

内 1 期：生後 12～ 24 ヵ月未満　2期：小学校就学前の年長児（平成 17年 4月 2日～平成 18年 4
月 1日生まれ）　3期：中学 1年生　4期：高校 3年生相当（2～ 4期の実施期間：平成 24 年 3月
31日まで）　申 場町内委託医療機関

日本脳炎

3 歳～ 7歳 6ヵ月未満
注 3 歳の誕生月に予診票を送
付します。

内 1 期初回（1～ 4週間間隔で 2回接種）
1期追加（初回 2回接種後、おおむね 1年後
に 1回接種）　申 場町内委託医療機関

9～ 13 歳未満で 1期接種を
完了していない人

内続きから接種を受けることができます。
申場町内委託医療機関

9～ 13 歳未満で 7歳 6ヵ月
までに 1期接種を完了した人

内 2 期（1回接種）　申 場町内委託医療機関

注接種を希望する人は
母子健康手帳を持って
保健センターへお越し
ください。過去の予診
票つづり（ピンク色の
冊子）に付いている予
診票は使えません。

注平成23年度に限り、高校2年生相当（平成6年4月2日～平成7年4月1日生まれ）の年齢で、
海外へ修学旅行や学校行事としての研修旅行に行くなど、特段の事情がある人も接種対象に追加
されました。対象者は事前に保健センターへお問い合わせください。

注平成 23年度から 2枚複写の予診票に変更しています。新しい予診票を持っていない人は、
母子健康手帳を持って保健センターへお越しください。
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平成 17～ 21 年度に日本脳炎の予防接種の機会を逃した人は不足回数分を接種できます
　平成 7年 6月 1日～平成 19年 4月 1日生まれの人で、第 1期の接種回数 (3 回 ) と第 2期 (1 回 ) の合計 4回
の接種に不足回数がある場合は、不足分を接種することができます。ただし、第 2期の接種は、9歳以上でないと
接種できません。接種を希望する人は、母子健康手帳を持って保健センターへお越しください。
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みんな笑顔になぁれ♪
　12 月 10 日、青垣生涯学習セン
ターで、新春企画「みんな笑顔にな
ぁれ♪」と題して、町民の皆さんの
写真撮影を行いました。
　今年 1年を笑顔で、そして健康
に過ごせるように、とびっきりの笑
顔で表紙を飾るというもの。
　当日、図書館や公民館を利用して
いた子どもから大人まで 52人の協
力を得ることができました。

今月の表紙

月の行事カレンダー1 1 ヵ月の町の行事などをまとめたカレンダーです。■内の数字は掲載ペー
ジを示しています。→はイベントの開始日、←はイベントの終了日を示し
ています。余白は、自身の予定を書くなどしてご利用ください。

■ 2011 年の世相を表す漢字は「絆」でした。昨年、私も
辛いことがあったとき、身近な人からの応援や励ましを受
け、かけがえのない「絆」を改めて感じることができました。
今後もその「絆」を大切にしていきたいと思います。　幸

■昨年も皆さんの協力のもと、広報たわらもとを無事配布
することができました。今年も引き続き、このまちが好き
になるような紙面となるよう工夫していきます。皆さんと
取材でお会いできる日を職員一同楽しみにしています。永

■節電が叫ばれている今冬。室温は暖めすぎずに湯たんぽ
を使おうと思います。少しの工夫を皆ですれば大きな効果
になるはずです。家族が一部屋に集まることも節電に。だ
んらんすれば家族の仲も温まるのではないでしょうか。華

編集後記

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1 ／ 1 2 3 4 5 6 7

夜間の納付（相
談）窓口開設27

子どもおはなし
会33

8 9 10 11 12 13 14

成人式
もえるごみの特
別収集日26

「古事記のふるさ
と田原本」写真
展24→

出初式13 子どもおはなし
会33

15 16 17 18 19 20 21

大人の折り紙教
室33

子どもおはなし
会33

22 23 24 25 26 27 28

奈良県子ども太
鼓フェスティバ
ル 2012 29
田原本町民マラ
ソン大会

夜間の納付（相
談）窓口開設27

ふれあい朝市28

29 30 31 2 ／ 1 2 3 4

「古事記のふるさ
と田原本」写真
展24←
夜間の納付（相
談）窓口開設27

夜間の納付（相
談）窓口開設27

ボランティア活
動のための著作
権講座33

第 6 回町観光協
会歴史講座27
子どもおはなし
会33

5 6 7 8 9 10 11




